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FMV マニュアルについて 

機器の取り付け、ソフトウ卫ア、トラブルシューテインダ、および'カスタムメイドオプ 
シヨンなどの内容は、富±通パソコン情報サイト FMW0 民 LD.NET (http://www.fmworld.net/) 
内の 『FMV マニュアル』に記載きれています。 『FMV マニュアル』は、「スタート」ボタン 
一 「(すべての）プログラム」一 「FMV マニュアル」から参照いただけます。 
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本書をお読みになる前に 


安全にお使いいただくために 

このマニュアルには、本パソコンをま全に正しくお使いいただくための重要な情報が記載されています。 

本パソコンをお使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、添付の『ま全上のご注意』をよくお読みになり、理解されたうえで本パソコ 
ンをお使いください。 

また、『ま全上のご注意』およびマニュアルは、本パソコンの使用中にいつでもご覧になれるよう大切に保管してください。 


保証書について 

-保証書は、必ず必要事項を記入し、内容をよくお読みください。その後、大切に保管してください。 

-修巧を依頼される場合には、必ず保証書をご用意ください。 

-保記巧間巧に、正常な使用が態で故障した場合は、無料で修理いたします。 

-保証期間わでも、保証書の提示がない場合や、天災あるいは無理な使用による故障の場合などには、有料での修理となります。ご注意ください（詳しく 
は、保証書をご覧ください)。 

-修理後は、パソコンの巧容が修理前とは異なり、ご購入時のが態や、何も入っていないが態になっている場合があります。大切なデータは、 フロッピー 
ディスクなどに複写して、保管しておいてください。 

-本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の保有期間は、製造終了後5年です。 


使用許諾契約書 

富±通株式会社（な下弊社といいます）では、本パソコンにインストール、もしくは添付されているソフトウ卫ア（な下本ソフトウェアといいます）をご 
使用いただく権利をお客様に巧して許諾するにあたり、下記「ソフトウェアの使用条件」にご同意いただくことを使用の条件とさせていただいております。 
なお、お客様が本ソフトウェアのご使用を開始された時点で、本契約にご同意いただいたものといたしまずので、本ソフトウェアをご使用いただく前に必 
ず下記「ソフトウェアの使用条件」をお読みいただきますようお願い申し上げます。ただし、本ソフトウェアのうちの一部ソフトウェアに別途の「使用条 
件」もしくは「使用許諾契約書」等が、添付されている場合は、本契約に優先して適用されまずので、ご注意ください。 

ソフトウェアの使用条件 

し 本ソブ トウ ェアの 使用および著作権 

おを様は、本ソフトウェアを、日本国内において本パソコンでのみ使用できます。なお、お客様は本パソコンのご購入により、本ソフトウェアの使用 
権のみを得るものであり、本ソフトウェアの著作権は引き続き弊社または開発元である第 S をに帰属するものとします。 

2. バックアップ 

お客様は、本ソフトウュアにつきまして、1部の予備用（バックアップ）媒体を作成することができます。 

3. 本ソフトウユアの別ソフトウ卫アへの組み込み 

本ソフトウェアが、別のソフトウェアに組み込んで使用されることを予定した製品である場合には、お客様はマニュアル等記載の要領に従って、本ソ 
フトウェアの全部または一部を別のソフトウェアに組み込んで使用ずることができます。 

4. 複製 

(1) 本ソフトウェアの複製は、上記「2」および「3」の場合に限定されるものとします。 

本ソフトウェアが組み込まれた別のソフトウェアについては、マニュアル等で弊杜が複製を許諾していない限り、予備用（バックアップ）媒体な 
外には複製は巧わないでください。 

ただし、本ソフトウュアに複製防止処巧がほどこしてある場合には、複製できません。 

(2) 前号によりおを様が本ソフトウェアを複製する場合、本ソフトウェアに付されている著作権表示を、変更、削除、隠蔽等しないでください。 

窜= をへの 譲渡 

お客様が本ソフトウェア（本パソコンに添付されている媒体、マニュアルならびに予備用バックアップ媒体を含みまず）を第兰をへ譲渡する場合には、 
本ソフトウェアがインストールされたパソコンとともに本ソフトウユアのすべてを譲渡することとします。なお、おを様は、本パソコンに添付されて 
いる媒体を本パソコンとは別に第=をへ譲渡することはできません。 

6. 改造等 

お客様は、本ソフトウェアを改造したり、あるいは、逆コンパイル、逆アセンブルをともなうリバースェンジニアリングを行うことはできません。 

7. 保証の範囲 

(1) 弊杜は、本ソフトウェアとマニュアル等との不一致がある場合、本パソコンをご購入いただいた日から90日な巧に限り、お申し出をいただけれ 
ば当該不一致の修正に関して解社が必要と半リ断した情報を提供いたします。 

また、本ソフトウェアの記録媒体等に物理的な欠陥（破損等）等がある場合、本パソコンをご購入いただいた日から1ヶ月な巧に限り、不良品と 
良品との交換に応じるものとします。 

(2) 弊をは、前号に基づき負担する責任な外の、本ソフトウェアの使用または使用不能から生じるいかなる損害（逸失利益、事業の中断、事業情報の 
喪失その他の金銭的損害を含みますが、これに限られないものとします）に関しても、一切責任を負いません。たとえ、弊社がそのような損害の 
可能性についてからされていた場合も同様とします。 

(3) 本ソフトウェアに第 S 者が開発したソフトウェアが含まれている場合においても、第兰者が開発したソフトウェアに関する保証は、弊社が巧う上 
記 （1) の範囲に限られ、開発元である第互者は本ソフトウェアに関する一切の保証を行いません。 

8. ハイセイフテイ 

本ソフトウェアは、一般事務用、パーソナル用、家庭用などの一般的用途を想をしたものであり、ハイセイフティ用途での使用を想定して設計•製造 
されたものではありません。お客様は、当該ハイ七イフティ用途に要する安全を確保する措置を施すことなく、本ソフトウェアを使用しないものと 
します。ハイ七イフティ用途とは、下記の例のような、極めて高度なを全性が要ホされ、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命•身体に巧す 
る重大な危険性を伴う用途をいいます。 

尹 

原子力核制御、航空機飛な制御、航空交通管制、大量輸送運な制御、生命維持、兵器発射制御など 

富±通株式会杜 


マイクロソフト製品サービスパック 

Microsoft® Windows ⑩をご利用のお客様がよりまちしたシステムを運用していく上で、マイタ ロソフ ト社はサービスパックを提供しております （http:// 

www.microsoft.com/iapan/) 。 

おを様は、最新のサービスパックをご利用いただくことにより、その時点でマイクロソフト社が提供する Microsoft®Windows® にて最もを定したシステムを 
構第で妾ます 

したがいまして、当社としては、最新のサービスパックをご利用いただくことを基本的には推奨いたします。 

ただし、お客様の環境によっては、サービスパック適用により予期せぬ不具合が発生する場合もありますので、ご利用前にはサービスパックの Readme.txt 
を必ずご確認ください。 

また、万一、インストールに失敗したことを考慮し、システムのバックアップを取ることを推奨いたしまず。 
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データのバックアップについて 

本装置に記録されたデータ（を本ソフト、アプリケーションソフトも含む）の保全については、お客様ご自身でバックアップなどの必要な対策を巧ってく 
ださい。また、修理を化頼される場合も、データの保全については保証されませんので、事前にお客様ご自身でバックアップなどの必要な巧策を巧ってく 
ださい。 

データが失われた場合でも、保証書の記載事項な外は、弊社ではいかなる理由においても、それに伴う損害やデータの保全.修復などの責任を一切負いか 
ねますのでご了承ください。 


添付の CD - ROM などは大切に保管してください 

これらのディスクは、本パソコンに入っているソフトウ卫アをご購入時と同じ状態に戻ずときに必要です。 


液晶ディスプレイの特巧について 

な下は、液晶ディスプレイの特1¢です。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

• TFT 液晶ディスプレイは高度な技術を駆使し、一画面上に235万個な上（解像度1024 X 768の場合）の画素（ドット）より作られております。このた 
め、画面上の一部に点灯しないドットや、常時点灯するドットが存在する場合がありますが、これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承くだ 
さい。 

. 本 パソコンで 使用して いる 液晶ディスプレイは、製造工程により、各製品で色合いが異なる場合があります。また、温度変化などで多少の色むらが発生 
する場合があります。 


本製品のハイ七イフティ用途での使用について 

本製品は、一般き務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般的用途を想をしたものであり、ハイセイフティ用途での使用を想をして設計•製 
造されたものではありません。 

おを様は、当該ハイ七イフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、本製品を使用しないでください。 

ハイセイフティ用途とは、な下の例のような、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命•身体にがする重大な危険 
性を伴う用途をいいます。 

-原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システ 
ムにおけるミサイル発射制御など 


注意 

この装置は、情報化巧装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用ずると電波巧害を引 
き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるように要ホされることがあります。 


本製品には、有寿命部品（液晶ディスプレイ、ハードディスクなど）が含まれており、長時間連続で使用した場合、早巧の部品交換が必要になります。 


本装置の使用環境は、温度5〜35で、湿度20〜80% ( RH ) です。また、保存環境は、温度-10〜60で、湿度20〜80% (民 H ) です。 


このパソコンは、 国内での使用を前提に作られています。海外での使用につきましては、お客様の責任で行っていただくようお願いいたします。 


本装置は、杜団法人電子情報技術産業協会がをめる高調波ガイドラインの適用対象外です。 


本装置は、杜団法人電子情報技術産業協会のパソコン業巧を準 （ PC -11-1%8) に適合しております。 


当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業をとして本製品が国際エネルギースタープログラムの巧象製品に関する基準を満たしてい 
ると判断します。 

ただし、プレインストールされたを本ソフトによっては、本製品の省エネルギー機能が使用できないため、基準を満たさない場合もあります。 
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保守修理 サービスの ご案内 

弊社では、保ず修理サービスとして、な下の「契約サービス」「スポット保ずサービス」を用意しております。 

お客様のご希望、ご利用が況に合わせたサービスをお選びの上、「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」またはご購入元にお申し込みください。 

■契が] サービス 

お客様と契約に基づき、機器管巧を行います。 

保守サービス料金は月額のを巧保守料をお客様に負担していただきます。 

料金は定額ですので、おを様の予算管理も容易です。 

-定期保守サービス 

トラブルを未然に防止するとともに、機器の機能維持を巧うため、定期的に予防点検、整備調整作業を行います。万一の障害発生時には保守員がおを 
様に伺い、保守修理作業を実施いたします。 

業務にご利用の場合などで、機器の使用頻度の高いお客様に最適なサービスでず。 

-定額訪問修理サービス 

万一のトラブルの際に、保守員がお客様に伺い、修理作業を実施いたします。 

-定額点検サービス 

トラブルを未然に防止するための定期点検のみを実施する契約サービスです。 

点検時の部品の交撫、障害発生時の保ず作業については別途有償とさせていただきます。 

■ス ポッ ト 保守 サービス 

必要に応じてその都度利用していただく保守サービスでず。 

保守サービス料金は、サービス実施の都度、おを様に負担していただきます。 

• スポット訪問修巧サービス 

お客様のご依頼により、保守員が修理にお伺いします。 

修理料金はその都度ご清算いただきます。なお、保証書の無料修理規定による保記期間やの修理費用は無償ですが、訪問に必要なを用は別途有償とな 
ります 

. スポット 持込修理 サービス 

「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」またはご購入元にお持ち込みいただき、修理完了後に、お客様にお引き取りいただきます。経済的な 
費用で修理できます。 

• スポット引取修巧サービス 

お客様のご依頼により、弊社指定の運送業者がお客様をご訪問させていただき、機器を回収いたします。修理完了後に、おを様までご返送させていた 
だくサービスです。 

なお、保証書の無料修理規定による保記期間やの修理費用は無償ですが、往復の運送に必要な費用は別途有償となります。 

• スポット点検サービス 

お客様のご依頼により、保守員がお客様を訪問させていただき、機器を整備•点検します。 

機器の長期間の使用や移設作業後に点検を行いたい場合などにご利用いただけます。なお、点検時に部品交換などが必要と判断された場合は別途有償 
とさせていただきまず。 

^アフターサービス などに ついて、 ご質問などがございましたら、「富±通 パー ソナル製品に関するお問合せ窓口」またはご購入元へお問い合わせく 
ださい。 


本書 を表言己 _ 

■警告表示 

本書では、いろいろな絵表示を使っています。これは装置をを全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加えられるお 
それのある危害や損害を、未然に防止するための目印となるものです。その表示と意味は次のようになっています。内容をよ 
くご理解のうえ、お読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取りあいをすると、人が死 t する可能性または重傷を負う可能性があることを 

示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取りあいをすると、人が傷害を負う可能性があること、および物的損害のみが 
発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号を使っています。 


A 

A で示した記号は、警告.注意を促す内容であることを告げるものです。記号の中やその腺には、具体的な 
警告内容が示されています。 

0 

( S ) で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるものです。記号の中やその脇に 
は、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。記号の中やその腺には、具体的 

な指示内容が示されています。 
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■本文中の記号 

本文中に記載され ている 記号には、次のような意味があります。 


記号 

意口未 

が重要 

お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお読みください。 

P POINT 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

一 

参照ページや参照マニュアルを示しています。 


■キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説明に必要な文字を次のように記述 
しています。 

例：【加1】キー、 Enter 】 キー、【一】キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記しています。 

例： 【 Ctrl 】 + [ F 3] キー、に hift 】 + 【 T 】 キーなど 
■コマンド入力（キー入力） 

本文中では、コマンド入力を次のように表記しています。 

diskcopy a: a: 

r T 

- J の箇所のように文字間隔を空けて表記している部分は、 【Space】 キーを1回押してください。 

また、上記のようなコマンド入力を英小文字で表記していますが、英大文字で入力してもかまいません。 

- CD-ROM ドライブのドライブ名を、 [CD-ROM ドライブ]で表記しています。入力の際は、お使いの環境に合わせて、ドラ 
イブ名を入力してください。 

[ CD-ROM ドライブ] ：¥ setup . exe 
■画面例およびイラストについて 

表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、実際に表示される画面やイラスト、およびファイル 
名などが異なることがあります。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、本来接続されているケー 
ブル類を省略していることがあります。 

■連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「^_1でつなげて記述しています。 

例：「スタート」ボタンをクリックし、「プロダラム」をポイントし、「アクセサリ」をクリックする操作 
丄 

「スタート」ボタンー「プロダラム」一「アクセサリ」の順にクリックします。 

■ BIOS セットアップの表記 

本文中の BIOS セットアップの設定手順において、各メニューやサブメニューまたは項目を、「一」レ、イフン）でつなげて記述 
する場合があります。 

例：「メイン」 メニューの「フロッピー ディスク A」 の 項目を「使用し ない」 に設定し ます。 

i 

イン」一「フロッピーディスク A」 ：使用しない 

■フロッピーディスクドライブ、 CD-ROM ドライブ 

フロッピーディスクドライブ、 CD-ROM ドライブが搭載されていないモデルの場合、各ドライブが必要な操作では、別売の周辺 
機器を用意してください。使用できる周ぶ機器については、『システム構成図』をご覧ください。 

周辺機器の使用方法については、周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

■お問い合わせ先/ URL 

本文中に記載されているお問い合わせ先や WWW の URL は2002年5月現在のものです。変更されている場合は、「富±通パー 
ソナル製品に関するお問合せ窓口」へお問い合わせください（一 P.37)。 

■カスタムメイドオプション 

本文中の説明は、標準仕様に基づいて記載されている場合があります。 

そのため、お使いのパソコンがカスタムメイドオプションを取り付けている場合、本文中の説明と一部記載が異なる場合があ 
ります。 
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■製品の呼び方 

本文中の製品名称を、次のように略して表記します。 

なお、本書ではお使いの 0 S が外の情報もありますが、ご了承ください。 


製品名称 

本文中の表記 

Microsoft ® Windows ® XP Professional 

Windows XP Professional 

Windows XP 

Windows ^ 

Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 

Windows XP Home Edition 

Microsoft 霞 Windows ® 2000 Professional 

Windows 2000 

Microsoft ® Windows NT ® Workstation Operating System Version 4.0 

Windows NT 

Microsoft ® Windows ® Millennium Edition 

Windows Me 

Microsoft ® Windows ® 98 operating system SECOND EDITION 

Windows 98 

Microsoft ® MS - DOS ® operating system 

MS-DOS 

Norton AntiVims ™ 2002 

Antivirus 

VERITAS RecordNow DX 4.0 

RecordNow 

Adobe 狼 Acrobat ® Reader 5.0 

Acrobat Reader 

Intel ® SpeedStep ™ Technology Applet 

Intel SpeedStep 

Intellisync ® for Notebooks 

Intellisync 

Phoenix ® Portables Suite 

Portables Suite 


※： Windows XP / 2000 / NT / Me /98 のように併記する場合があります。 


■機種名表記 

本文中の機種名を、次のように略して表記します。 

なお、本書ではお使いの機種が外の情報もありますが、ご了承ください。 


機種名 

本文中の表記 

FMV -7000 NA 2 

[ NA ] 

本パソコ ン / バソコ ン本体 

FMV -6120 NU 2 

咖 


FMV -610 NU 2 


FMV -612 NU 2 /E 

[NU E ] 


FMV -7160 MR 2 

[ MR ] 


FMV -6100 MG 2 

[ MG ] 

その他のパソコン 

FMV -610 MG 2 


FMV -665 MC 2 

[ MC ] 


FMV -273 LS 2 

[ LS 〕 


FMV -273 LS 2 /WL 



モデル 

本文中の表記 

モデム搭載 

モデム搭載モデル 

有線 LAN 搭載 

有線 LAN 搭載モデル 

LAN 搭載モデル 

ワイヤレス LAN 搭載 

ワイヤレス LAN 搭載モデル 


■警告ラベル/ミ主意ラベル 

本 パソコンに は警告ラ ベル および注意ラ ベルが 貼ってあります。 

警告ラベルや注意ラベルは、絶がにはがしたり、巧したりしないでください。 
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リサイクルについて 


■パソコン本体の廃棄について 

パソコンの 液晶 ディスプレイ 内の堂光管には水銀が含まれております。 パソコンを 廃棄する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に 
関する法律」の規制を受けます。 

なお、パソコンを使用していたが態のまま廃棄すると、ハードディスク内の情報を第兰をに見られてしまう恐れがあります。廃 
棄するときは、すべてのドライブを フォーマッ トすることをお勧めします。 

ただし、 フォーマッ トやファイルを削除しただけでは、悪意を持った第王をによってデータが復元される可能性があります。機 
密情報や見られたくない情報を保存していた場合には、市販のデータ消去ソフトなどを利用して、データを消去し、復元され 
ないようにすることをお勧めします。 

•法人-企業のお客様へ 

パソコンを 廃棄する場合は、産業廃棄物のあいとなりますので、産業廃棄物赃分業の許可を取得している会をに赃分を委託す 
る必要があります。弊社は、「富±通リサイクルシステム」を用意し、お客様の廃棄のお手伝いをしておりますのでご利用くだ 
さぃ。 

♦個人のお客様へ 

パソコンを廃棄する場合は、一般廃棄物のあいとなりますので、地方自治体の廃棄処理に関連する条例または規則に従ってく 
ださい。 

■富±通リサイクルシステムについて 

弊社では1998年より、法人•企業のお客様から廃棄される パソコン 本体を「富±通リサイクル システム」 （有料）にて回収- 
リサイクルし、資源の有効利用に取り組んでおります。 

お問い合わせ/お申し込み先： http :// eco . fujitsu . com の「富±通 リ サイクル システム」 をご参照ください。 

なお、法人•企業な外のお客様はお申し込みできません。 

■使用済バッテリパックの廃棄について 

バッテリパック（リチウムイホン電池）は、貴重な資源です。リサイクルにご協力ください。 

バッテリパックを火中に投じると破裂のおそれがあります。使用濟バッテリパックは、ビニールテープなどで絶縁処理をして 
ください。 

♦法人-企業のお客様へ 

使用済バッテリパックを廃棄する場合は、富±通株式会社環境本部（電話番号： 044-754-3411) にお問い合わせください。 

♦個人のお客様へ 

使用済バッテリパックは、「充電式電池リサイクル協力店くらぶ」に加入の販売店などに設置してあるリサイクル BOX に入れ 
てください。 


このマークは、リチウムイオン電池の y サイクルマークです。 

Li-ion 

ユーザー登録について _ 

本パソコンのューザー登録は、 FMW 0 RLD . NET でで きます。 

FMV マニュアルの参照_ 

機器の取り付け、ソフトウェア、トラブルシューティング、およびカスタムメイドオプションなどの内容は、富±通パソコン 
情報サイト FMW 0 RLD.NET ( http :// www . fmworld . net /) 内の 『 FMV マニュアル』に記載されています。「スタート」ボタンー 
「（すべての）プログラム」一 「 FMV マニュアル」から参照してください。 

Microsoft 、 Windows 、 MS、Windows NT は、ホ国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけるを録商標です。 

その他の各製品名は、各社の商標、またはを録商標です。 

その他の各製品は、を社の著作物です。 

All Rights Reserved, Copyright® FUJITSU LIMITED 2002 

画面の使用に隙してホ国 Microsoft Corporation の許諾を巧ています。 








巧ち物の巧認 


『栖包物一覧』をご覧になり、添付品をご確認ください。 
足りない部品などがあった場合は、できるだけ早く、ご購入 
元にご連絡ください。 

パソコンを持ち運ぶくときは 


本 パソコ ンを持ち運ぶ場合は、次のようにしてください。 
♦本 パソコンの 電源を切ってください。 

♦フロッ ピーディスクドライブに フロッ ピーディスタが 
セットされていないことを確認してください。 

♦液晶ディスプレイを閉じてください。 

♦本 パソコンを かばんの中などに入れて携帯す る 場合は、パ 
ソコン 本体背面を下側に、ラッチを上側にして、かばんに 
入れてください。 

電源を入れる 


注意事項 


♦ご購入後、初めてご使用になる場合は、マルチベイの栖包 
用テープをはがしてください。 

♦ご購入後、初めて電源を入れる場合は、周辺機器の取り付 
けなどは行わないでください。 

♦フラットポイントが搭載されていないモデルでは、電源を 
入れる前に必ず マウス を接続してください。 
♦電源を入れてから、持ち運んだり、衝撃や振動を与えたり 
しないでください。故障の原因となります。 

♦マルチベイに何も取り付けていない状態で電源を入れな 
いでください。故障の原因となります。 

♦電源を入れる場合、および本パソコンを持ち運ぶ場合は、 
フロッピーディスクドライブにディスクが七ットされて 
いたら、取り出してください。 

♦電源を入れる際、ノイズが発生することがあります。その 
場合は、音量を下げてお使いください。 

♦電源を切った後、すぐに電源を入れないでください。再度 
電源を入れる場合は、10秒が上待ってから電源を入れてく 
ださい。 

♦電源を入れても画面に何も表示されないときは、次のこと 
を確認してください。 

-が態表示 LCD の SUS / RES 表示（の）を確認してくだ 
さい。点なしている場合は、キーボードかポインティン 
グデバイスに触れてください。また、 [ Fn ] + [ F 7] キー 
を押して、明るさを調整してください。点滅している場 
合は、電源ボタンを押して動作状態にしてください。消 
なしている場合は、電源を入れてください。 


-バッテリ運用している場合は、状態表示 LCD のバッテ 
リ残量表示を確認してください。本 パソコン ご購入時や 
バッテリが充電されていない場合は、 AC アダプタを接 
続してください。 

電源の入れ方 

ここでは、本パソコンの通常の電源の入れ方について説明し 
ます。 

1 AC アダプタを接続します。 

AC アダプタのコードを接続し（1)、パソコン本体の DC - 
IN コネクタに接続しますじ）。その後、プラグをコン 
セントに接続しますけ)。 



前面のラッチを右にスライドしてロックを外し、液品 
ディスプレイに手を添えて持ち上げます。 



3 パソコン本体の主電源スイッチを ON にします。 

主電源スイッチを矢印のホ向 （ I 側）ヘスライドさせます。 
パソコン 本体に電源が入り 、 POST (自己診断テスト）が 
始まります。また、が態表示 LCD の^などが点灯し 
ます。 

状態表示 LCD 

電源ボタン 
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侈重妄 

► Windows NT をお使いの場合は、電源が入っていると 
きに液晶ディスプレイを閉じないでください。 

戸 POINT 

► POST とは 、 Power On Self Test (パワーオンセルフ 
テスト）の略で、パソコン内部に異常がないか調べる 
自己診断テストです。本パソコンの電源が入ると自動 
的に巧われ、 OS の起動直前に完了します。 

► POST 中に電源を切ると、自己診断テストが異常終了 
したと診断されます。本パソコンでは、自己診断テス 
卜の異常終了回数をカウントしており、3回続いた場 
合、4回目の起動時に エラー メッ セージを 表示します。 
POST 中は、不用意に電源を切らないでください。 


七ジトアップ 


初めて電源を入れた後に行う Windows の初期設定 （Windows 
セットアップ）について説明します。必ず、本書の手順に従つ 
て操作してください。 

次の「留意事項」をよくお読みになり、電源を入れて Windows 
セットアップを始めます。 

なお、内蔵ポインティングデバイスがない場合は、あらかじ 
めマウスを接続してください。 

留意事項 


♦ Windows セットアップを行う前に、次のことをしないでく 
ださい。 

刚 ndows セットアップが正常に行われなかったり、エラー 
メッセージが表示される場合があります。 

•周辺機器の取り付け（カスタムメイドオプションを除 
く） 

- LAN ケーブルの接続 
- 7^モリの増設 
• PC カードのセット 

Windows XP 七ットアップ 

1 AC アダプタを接綿し、本パソコンの電源を入れます 
P .8)。 

しばらくすると、「 Microsoft Windows へようこそ」が表 
示されます。 

2 「次へ」をクリックします。 

「使用許諾契約」が表示されます。 

「使用許諾契約」は、本パソコンにあらかじめインストー 
ルされている Windows を使用するうえでの契約を記述し 
たものです。 

3 「使用許諾契約」をよく読み、「同意します」をクリック 
し、「次へ」をクリックします。 

「コンピュータに名前をイ寸けてください」と表示されます。 


戸 POINT 

► 「同意しません」を選キ尺した場合は、「次へ」をクリッ 
クした後、メッセージに従って操作して〈ださい。 

4 「このコンピユータの名前」と「コンピユータの説明」を 
入力し、「次へ」をクリックします。 

「コンピュータの説明」は省略できます。 

PPOINT 

► コンピュータの名前や説明は、セットアップ終了後に 
あらためて設定することができます。 
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Windows XP Professional では「管理者パ スワー ドを設定 
してください」と表示されます。手順5へ進んでくださ 
い。 

Windows XP Home Edition は手順7へ進んでください。 

5 「管理者パスワード」と「パスワードの確認入力」にパ 
スワードを入力し、「次へ」をクリックします。 

「このコンピュータをドメインに 参加させます か？」 と 
表示されます。 

PPOINT 

►「 Microsoft にユーザー登録する準備はできましたか？」 
と表示された場合は、手順8へ進んでください。 

► 「設をが完了しました」と表示された場合は、手順日へ 
進んでください。 

6 「いいえ…」をクリックし、「次へ」をクリックします。 

「インターネット接続を確認します」と表示されます。し 
ばらくすると、「インターネットに接続する方法を指定 
してください」と表示されます。 

7 「省略」をクリックします。 

「 Microsoft にユーザー登録する準備はできましたか？」 
と表示されます。 

8 「いいえ、今回はユーザー登録しません」をクリックし、 
「次へ」をクリックします。 

「設定が完了しました」と表示されます。 

9 「完了」をクリックします。 

本パソコンが再起動する場合があります。 

手順5でパ スワ ードを入力した場合は、パ スワ ードの入 
力画面が表示されます。 

10 パスワードを入力し、「一」をクリックします。 

「ネットワーク設定」ウィンドウが表示された場合は、 
「キャンセル」をクリックしてください。 

11 「スタート」 メニ ユーの「必ず実巧してください」をク 
リックします。 

「このパソコンに最適な設定を行います」ウィンドウが 
表示されます。 

侈重夏 

► 「必ず実行してください」を行わないと、セットアッ 
プの最終設定が行われません。必ず手順どおりに実行 
して〈ださい。 

12 「実行する」をクリックします。 

最終設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。 

13 「0 K 」 をクリックします。 

本パソコンが再起動します。 


戶 POINT 

► 「復元ポイントの作成」を巧う場合は、「必ず実行して 
〈ださい」を実行後、再起動してから行ってください。 

これで、 Windows 七ットアップが完了しました。 

■セットアップ後 

•『FMV マニュアル』 をご覧になるためには、インターネッ 
卜に接続できる環境が必要になります。ネットワーク管理 
者に確認し、 LAN またはモデムの設定を行ってください。 

•カスタムメイドオプションでアプリケーションを選がし 
ている場合は、 『 FMV マニュアル』 内の『アプリケーショ 
ン補足説明書』をご覧ください。 

•カスタム メイドオプションで内蔵 DVD - ROM & CD - R/RW 
ドライブ ユニット または内蔵 CD - 民/民 W ドライブ ユニット 
を選択している場合は 、 『FMV マニュアル』 内の 『 DVD - 
R 0 M & CD - R / RW ドライブ、 CD - 民/民 W ドライブをお使いの 
方へ』をご覧ください。 

•カスタムメイドオプションでスマートカードを選択して 
いる場合は、添付のマニュアルではなく 『 FMV マニエア 
ル』内の『スマートカードホルダー取扱説明書』をご覧く 
ださい。 

その他の設定にっいては阳 MV マニュアル』 の「機能」一 

「セットアップ後」を参照してください。 

Windows 2000セットアップ 


戶 POINT 

►セットアップ中に 「Windows 2000 Professional CD - 
ROM 上のファイル ’ XXXXX . XXX ' が必要です。」という 
メッセージが表示されることがあります （ XXXXX.XXX 
には courf . fon などのファイル名が入ります）。この場 
合は、「コピー元」に 「 c :¥ support ¥ i 38 日」と入力し、 「 OK 」 
をクリックして、セットアップをさ台めて〈ださい。 
セットアップが完了した後 、 「Windows 2000 Service 
Pac に」をインス!ルして〈ださい（一 『 FMV マ 
ニュ アル』）。 

1 AC アダプタを接続し、本パソコンの電源を入れます 

卜 P . の。 

しばらくすると、 「Windows 2000セットアップウィザー 

ドの閱始」が表示されます。 

2 「次へ」をクリックします。 

「ライ七ンス契約」が表示されます。 

「使用許諾契約書」は、本 パソコンに あらかじめ インス 


トールされている Windows を使用するうえでの契狗を記 
述したものです。 
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3 「使巧許諾契約書」をよく読み、「同意します」をクリッ 
クし、「次へ」をクリックします。 

谷 POINT 

► 「同意しません」を選択した場合は、「次へ」をクリッ 
クした後、メッセージに従って操作してください。 

4 「名前」と「組織名」を入力し、「次へ」をクリックします。 

「組織名」は省略できます。 

「コンピュ ■ ータ名と Administrator のノくスワ ■ ー ド」が表示 
されます。 

5 「コンピュータ名」、 rAdministrator のパスワード」と「パ 
スワードの確認入力」を入力し、「次へ」をクリックし 
ます。 

PPOINT 

► パスワードでは大文字/ル文字が区別されます。 

モデム搭載モデルは、手順8へ進んでください。 

LAN 搭載モデルは、「ネットワークの設定」が表示され 
ます。手順6へ進んでください。 

ネットワークの設定にっいては、セットアップ完了後に 
ネットワーク管理者に確認し、ご使用の環境に合わせて 
設定してください。 

6 「標準設を」をクリックし、「次へ」をクリックします。 

「ワークグループまたはドメインぶ」が表示されます。 

PPOINT 

► 「標準設定」では、次のネットワークコンポーネント 
力 《 インス I ルされます。 

■ Microsoft ネットワーク用クライアント 
- Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共ち 
■インターネットプロトコル （ TCP / IP ) 

7 「このコンピュータはネットワーク上にないか、ドメイ 
ンのないネットワークに接続している」をクリックし、 
「次へ」をクリックします。 

rWindows 2000は正常にインストールされました。」と表 
示されます。 

8 「再起動する」をクリックする力、、または15砂待つと本 
パソコンが 再起動します。 

- LAN 搭載モデルの場合 

「ネットワーク識別ウィザードの開始」が表示された 
ら、「次へ」をクリックします。 

「このコンピュ'ー タのュ' ーザ'一 J が表示されます。 

-モデム搭載モデルの場合（同時に LAN を搭載してい 
るモデルは 「 LAN 搭載モデルの場合」参照） 

「 Windows へログオン」ウインドウが表示されます。 
手順11へ進んでください。 


侈重要 

► LAN 搭載モデルで、「ネットワーク識別ウィザード」ウィ 
ンドウが表示されたとき、「戻る」をクリックしないで 
ください。 

再設定が必要な場合は、設定終了後に該当個所を修正 
してください。 

9 「ユー ザーはこのコンピュータ を..」をクリックし、「次 
へ」をクリックします。 

「ネットワーク識別ウィザードの終了」が表示されます。 

PPOINT 

► 必ず 「ユーザーはこのコンピュータ を…」を選択し 
てください。 「ユーザーはこのコンピュータ を…」が 
外を選択すると、セットアップが正常に巧われないこ 
とがあります。 

10 「完了」をクリックします。 

「 Windows へログホン」ウィンドウが表示されます。 

11 手順5で入力したパスワードを入力し、 roKj をクリッ 
クします。 

「ネットワークのプロパティ」ウィンドウが表示された 
場合は、「キャン七ル」をタリソクしてください。 
「Windows 2000の紹介」ウィンドウが表示されます。 

12 本パソコンを再起動し、 Windows にログオンします。 

最終設定が行われます。 

13 ログオン後、デスクトップの「必ず実行して〈ださし、」 
アイコンをダブルクリックします。 

「このパソコンに最適な設定を行います」ウィンドウが 
表示されます。 

诊重要 

► 「必ず実行してください」を巧わないと、セットアッ 
プの最終設定が巧われません。必ず手順どおりに実行 
してください。 

14 「実巧する」をクリックします。 

最終設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。 

が重要 

► 最終設定を正しく巧うために、必ず「実行する」をク 
リックして〈ださい。 

► 再起動するまでの間は、キーボードやポインティング 
デバイスを操作しないで〈ださい。 

15 「 OK 」 をクリックします。 

本 パソコ ンが再起動します。 

これで、 Windows 七ットアップが完了しました。 
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■セットアップ後 

•『 FMV マニュアル』をご覧になるためには、インターネッ 
卜に接続できる環境が必要になります。ネットワーク管理 
者に確認し、 LAN またはモデムの設定を行ってください。 

♦カスタムメイドオプションでアプリケーションを選択し 
ている場合は、 『 FMV マニュアル』内の『アプリケーショ 
ン補足説明書』をご覚ください。 

♦カスタムメイドオプションで内蔵 DVD - 艮 OM & CD - R / 民 W 
ドライブ ユニッ トまたは内蔵 CD - 民/民 W ドライブ ユニット 
を選択している場合は 、 『FMV マニュアル』 内の 『 DVD - 
ROM & CD - R / RW ドライブ、 CD - 民/民 W ドライブをお使いの 
方へ』をご覧ください。 

その他の設定については 『 FMV マニュアル』 の「機能」一 

「セットアップ後」を参照してください。 

Windows NT 七ットアップ 


谷 POINT 

►セットアップを行う前に、パソコン本体下面の Product 
ID を必ず確認し、書き留めてください。セットアップ 
中に必要になります。 

1 AC アダプタを按続し、本パソコンの電源を入れます 
卜 P . の。 

しばらくすると 、 「Windows NT セットアップ」が表示さ 
れます。 

2 「次へ」をクリックします。 

「使用許諾契約」が表示されます。 

「使用許諾契約」とは、本パソコンにあらかじめインス 
トールされている Windows を使用するうえでの契約を記 
述したものです。 

3 「使用許諾契約」をよ〈読み、「同意します」をクリック 
し、「次へ」をクリックします。 

「名前と組織ぶ」が表示されます。 

PPOINT 

► 「同意しません」をクリックし、「次へ」をクリックす 
ると、「…使用許諾契約に同意しないと指定しまし 
た。」と表示されます。 

ここで「いいえ」をクリックすると「使用許諾契約」 
に戻ります。「はい」をクリックすると「致命的なエ 
ラー」ウィンドウが表示されるので 「 OK 」 をクリッ 
クしてください。次に表示されるウィンドウで「閉じ 
る」をクリックすると、本パソコンが再起動します。 

4 「名前」と「組織名」を入力し、「次へ」をクリックします。 

「組織ぶ」は省略できます。 

「登録」の画面が表示されます。 


5 P の duct ID を入力し、「次へ」をクリックします。 

「コンピュータ名」の画面が表示されます。 

6 コンピュータ名を入力し、「次へ」をクリックします。 

「管理をアカウント」が表示されます。 

7 「パスワード」と「パスワードの確認入力」にパスワー 
ドを入力し、「次へ」をクリックします。 
「セットアップは終了しました。」と表示されます。 

戶 POINT 

► バスつー ドでは大文字/ル文字が区別されます。 

► 「パスワード」を入力して「次へ」をクリックした場 
合、「戻る」をクリックして巧びパスワードの設定画 
面に戻ることはできません。 

8 「完了」をクリックします。 

本パソコンが再起動し、「オペレーティングシステムの 
選択」画面が表示されます。 

9 Enter 】 キーを押します。 

しばらくすると、「ログオンの開始」ウィンドウが表示 
されます。 

10 【 Ctrl 】 + [ Alt ] + [ Delete ] キーを押します。 

「ロダホン情報」ウィンドウが表示されます。 

11 手順7で入力したパスワードを入力し、 roKj をクリッ 
クします。 

「ようこそ」ウィンドウが表示されます。 

12 「閉じる」をクリックします。 

13 「スタート」ボタンー「シャットダウン」の順にクリッ 
クします。 

「 Windows のシャットダウン」ウィンドウが表示されます。 

14 「コンピュータを再起動する」をクリックし、「はい」を 
クリックします。 

本パソコンが再起動します。 

15 ログオン後、デスクトップの「必ず実行して〈ださし、」 
アイコンをダブルクリックします。 

「必ず実行してください」ウィンドウが表示されます。 

が重要 

► 「必ず実行して〈ださい」を行わないと、セットアッ 
プの最終設定が行われません。必ず手順どおりに実巧 
してください。 

16 roKj をクリックします。 

自動設定が行われ、本パソコンが再起動します。デスク 
トップの「必ず実行してください」アイコンが消えたら、 
設定は終了です。 
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侈重要 

► 最終設定を正しく行うために、必ず 「0 K 」 をクリッ 
クしてください。 

► 自動的に再起動するまでの間は、キーボードやポイン 
ティングデバイスを操作しないでください。 

これで、 Windows セットアップが完了しました。 

■セットアップ後 

•『 FMV マニュアル』をご覧になるためには、インターネッ 
卜に接続できる環境が必要になります。ネットワーク管理 
者に確言忍し、 LAN またはモデムの設定を行ってください。 
♦カスタムメイドオプションでアプリケーションを選がし 
ている場合は、 『 FMV マニュアル』内の『アプリケーショ 
ン補足説明書』をご覧ください。 

♦カスタムメイドオプションで内蔵 DVD - 民 OM & CD - 民/民 W 
ドライブ ユニット または内蔵 CD - 民/民 W ドライブ ユニット 
を選択している場合は 、 『FMV マニュアル』 内の 『 DVD - 
ROM & CD - R / RW ドライブ、 CD - 民/民 W ドライブをお使いの 
方へ』をご覧ください。 

その他の設定にっいては 『FMV マニュアル』 の「機能」一 
「セットアップ後」を参照してください。 

Windows Me 七ットアップ 

1 AC アダプタを接綿し、本パソコンの電源を入れます 
P .8)。 

ハードウュアの検出が始まり、必要なソフトウュアがイ 
ンスト ■ ーノレされ、「ネットワ'ークノくスワ ■ ー ドの入力」ウイ 
ンドウが表示されます。 

戸 POINT 

► お使いの環境によっては、「ネットワークパスワード 
の入力」ウィンドウは表示されず 、 「Windows Me へ 
ようこそ」の画面が表示されます。 

手順3へ進んでください。 

2 「キャンセル」をクリックします。 

「Windows Me へようこそ」の画面が表示されます。 

3 「次へ」をクリックします。 

使用許諾契約書が表示されます。 

「使用許諾契約書」とは、本パソコンにあらかじめイン 
ストールされている Windows を使用するうえでの契約を 
記述したものです。 

4 「使巧許諾契約書」をよく読み、「同意します」または 


-モデム搭載モデルは、 Microsoft のオンライン登録の画 
面が表示されます。手順5へ進んでください。 

PPOINT 

► 「同意しません」または「同意しない」を選巧した場 
合は、「次へ」をクリックし、メッセージに従って操 
作してください。 

5 ここでは、「いいえ、今は登録しません」をクリックし、 

「次へ」をクリックします。 

「設定が完了しました」と表示されます。 

6 「完了」をクリックします。 

只 POINT 

► 「日付と時刻のプロパティ」ウィンドウが表示された 
場合は、「閉じる」をクリックします。 

7 デスクトップの「必ず実行して〈ださい」アイコンをダ 

ブルクリックします。 

「このパソコンに最適な設定を行います」ウィンドウが 

表示されます。 

侈重要 

► 「必ず実行してください」を巧わないと、セットアッ 
プの最終設定が巧われません。必ず手順どおりに実行 
してください。 

8 「実行する」をクリックします。 

最終設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。 

が重要 

► 「後で実行する」をクリックすると、最終設定が行わ 
れません。必ず「実行する」をクリックしてくださし、。 

9 「実巧する」をクリックします。 

本 パソコ ンが再起動します。 

只 POINT 

► 「ネットワークパスワードの入力」ウィンドウが表示さ 
れた場合は、「キャンセル」をクリックしてくださし、。 

* ウィンドウが何も表示されなかった場合は 、 Windows 
セットアップが完了しました。 

-「新しいハードウュアの追加ウィザード」ウィンドウ 
が表示された場合は、手順10へ進んでください。 

-「システム設定の変更」ウィンドウが表示された場合 
は、手順じへ進んでください。 


「同意する」をクリックし、「次へ」をクリックします。 

-モデムを搭載していないモデルは、「設定が完了しま 
した」と表示されます。手順6へ進んでください。 
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10 「適切なドライバを自動的に検索する（推巽)」を選択し、 

「次へ」をクリックします。 

ファイルがコピーされ、「新しいハードウユアのインス 
トールが完了しました。」と表示されます。 

11 「完了」をクリックします。 

12 「システム設定の変更」ウインドウが表示された場合は、 

「はい」をクリックします。 

本パソコンが再起動します。 

终重要 

► 「復元ポイントの作成」を行う場合は、「必ず実行して 
くださしりを実行後、巧起動してから行ってください。 

► 再起動に2〜3分かかる場合があります。 

これで、 Windows セットアップが完了しました。 

■セットアップ後 

•『 FMV マニュアル』をご覧になるためには、インターネッ 
卜に接続できる環境が必要になります。ネットワーク管理 
者に確認し、 LAN またはモデムの設をを行ってください。 

♦カスタム7^イドオプシヨンでアプリケーシヨンを選択し 
ている場合は 、 『FMV マニュアル』 内の『アプ y ケー シヨ 
ン補足説明書』をご覧ください。 

♦ LAN 搭載モデルは、ネットワークの設定を巧ってください 
(一「 ドライバーズ CD 」 内の「民 eadme . txt 」）。 

♦カスタムメイドオプシヨンで内蔵 DVD - 民 OM & CD - R / RW ド 
ライブユニットまたは内蔵 CD - R / 民 W ドライブユニットを 
選がしている場合は、 『 FMV マニュアル』内の 『 DVD - 
民 OM & CD - R / RW ドライブ、 CD - R / RW ドライブをお使いの 
方へ』をご覧ください。 

その他の設定にっいては 『FMV マニュアル』 の「禮能」_ 

「セットアップ後」を参照してください。 

Windows 98七ットアッフ 


PPOINT 

►セットアップを行う前に、 パソコン 本体下面の Product 
Key を必ず確認し、書き留めてください。セットアッ 
プ中に必要になります。 

1 AC アダプタを接続し、本パソコンの電源を入れます(一 P8)o 

ハードウェアの 検出が始まり、必要なソフ トウェアがイ 
ンストーノレされ、 「ネッ トワーク パ スワードの 入力」ウイ 
ンドウが表示されます。 

戸 POINT 

► お使いの環境によっては、「ネットワークパスワード 
の入力」ウインドウは表示されず 、 「Windows 98へよ 
うこそ」の画面が表示されます。 

手順3へ進んでください。 


2 「キャンセル」をクリックします。 

「Windows 98へようこそ」の画面が表示されます。 

3 「名前」と「ふりがな」を入力し、「次へ」をクリックし 
ます。 

「ふりがな」は省略できます。 

-モデム搭載モデルは「モデムを使って接綿する」ウィ 
ンドウが表示されます。続けて次の操イ乍を巧って〈だ 
さし、。 

1. 「スキップ」をクリックします。 

「ダイヤルのキャン七ル」ウィンドウが表示されます。 

2. 「はい」を選択し、「次へ」をク y ックします。 

使用許諾契狗書が表示されます。 

「使用許諾契約書」とは、本パソコンにあらかじめイン 
ストールされている Windows を使用するうえでの契約を 
記述したものです。 

4 「使用許諾契約書」をよ〈読み、「同意します」または 
「同意する」をクリックし、「次へ」をクリックします。 

「 Windows プロダクトキー」の画面が表示されます。 

只 POINT 

► 「同意しません」または「同意しない」を選択した場 
合は、「次へ」をクリックし、メッセージに従って操 
作してください。 

5 Product Key を入力し、「次へ」をクリックします。 

「完了」の画面が表示されます。 

6 「完了」をクリックします。 

Ppoint 

► 「日付と時刻のプロパティ」ウィンドウが表示された 
場合は、「閉じる」をクリックします。 

7 デスクトップの「必ず実巧して〈ださい」アイコンをダ 
ブルクリックします。 

「このパソコンに最適な設定を行います」ウィンドウが 
表示されます。 

が重要 

► 「必ず実行して〈ださい」を行わないと、セットアッ 
プの最終設定が行われません。必ず手順どおりに実巧 
してください。 

8 「実行する」をクリックします。 

最終設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。 

Ppoint 

► 「後で実行する」をクリックすると、最終設定が行わ 
れません。必ず「実行する」をクリックしてくださし、。 
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9 「実行する」をクリックします。 

本 パソコ ンが再起動します。 

PPOINT 

► 「ネットワークパスワードの入力」ウィンドウが表示 
された場合は、「キャンセル」をクリックして〈ださ 
い。 

-ウィンドウが何も表示されなかった場合は 、 Windows 
七ットアップが完了しました。 

-「新しいハードウェアの追加ウィザード」ウィンドウ 
が表示された場合は、手順10へ進んでください。 

-「システム設定の変更」ウィンドウが表示された場合 
は、手順15へ進んでください。 

10 「次へ」をクリックします。 

11 「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推 
奨)」を選択し、「次へ」をクリックします。 

12 「次へ」をクリックします。 

「次のデバイス用のドライバファイルを検索します。」と 
表示されます。 

13「次へ」をクリックします。 

フ ァイ ルが コピー され、「新しい ハー ドウュアに必要な 
ソフトウュアがインストールされました。」と表示され 
ます。 

14「完了」をクリックします。 

15「システム設定の変更」ウィンドウが表示された場合は、 
「はい」をクリックします。 

本 パソコ ンが再起動します。 

PPOINT 

► 再起動に2〜3分かかる場合がありまず。 

これで、 Windows セットアップが完了しました。 

■セットアップ後 

•『 FMV マニュアル』をご覧になるためには、インターネッ 
卜に接続できる環境が必要になります。ネットワーク管理 
者に確認し、 LAN またはモデムの設定を行ってください。 
♦カスタムメイドオプションでアプリケーションを選択し 
ている場合は、 『 FMV マニュアル』内の『アプリケーショ 
ン補足説明書』をご覧ください。 

♦ LAN 搭載モデルは、ネットワークの設定を巧ってください 
(一 「 ドライバ'ーズ CD」 内の「民 eadme.txt」）。 

•カスタムメイドオプションで内蔵 DVD - 民 OM & CD - 民/民 W 
ドライブ ユニット または内蔵 CD - 民/民 W ドライブ ユニット 
を選択している場合は、 『 FMV マニュアル』内の 『 DVD - 
ROM & CD - R / RW ドライブ、 CD - 民/民 W ドライブをお使いの 
方へ』をご覧ください。 


その他の設定については 『FMV マニュアル』 の「機能」一 
「セットアップ後」を参照してください。 

七ットアップで困ったときは 


七ットアップ中に動かなくなった、など困ったことがあった 
ときには、次の項目をご覽ください。 

□ Windows セットアップが進められなくなった 
•「電源を切る」（一 P .16) をご覧になり、本パソコンの電’源 
を一度切った後で七ットアップをやり直してください。 

♦ Windows セットアップの各ウィンドウが完全に表示されな 
いうちにキーを押すと、 Windows セットアップが正常に行 
われない場合があります。ウィンドウが完全に表示されて 
から、ポインティングデバイスで操作してください。 
□起動時などの音がうるさい 
♦音量を調節します。 

- [ NA ] :本体右側面の音量ボ y ュームで調節します。 

- [ NU ] :本体左側面の音量ボリュームで調節します。 

- [NU E ] [ MR ] [ MG ]〔 MC 〕[ LS] : 【Fn 】+ 【 F 8 】キー 
を何度か押します。 

□画面が見に〈い 

•液晶ディスプレイの角度を調節します。 

♦次のキーを何度か押して調節します。 

【 Fn 】 +に 6 】キ'一を押すと、表示が暗くなります。 

【 Fn ] + [ F 71 キーを押すと、表示が巧るくなります。 
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電源を切る— 

等意事項 _ 

♦主電源スイッチを OFF にする場合は、 OS を終了させるか 
休止が態にして、が態表示 LCD の SUS / 民 ES 表示（一 P .8) 
が消えたことを確認してから行ってください。 

♦スタンバイ 時に主電源 スイッチを OFF にする場合は、本 パ 
ソコンをいったんレジューム させ、 データの 保存をし、 0 S 
を 終了させてから行ってください。 

♦電源を切った後、すぐに電源を入れないでください。再度 
電源を入れる場合は、10秒が上待ってから電源を入れてく 
ださい。 

♦本 パソコンの 電源を切る場合は、あらかじめ CD やフロッ 
ピーデイスタなどを取り出してください。 

♦電源を切る際、ノイズが発生することがあります。その場 
合は、音量を下げてお使いください。 

♦液晶ディスプレイは静かに閉じてください。 

閉じるときに液晶ディスプレイに強い力が加わると、液晶 
ディスプレイが故障する原因となることがあります。 

♦次の場合は主電源スイッチを OFF にしてください。 

-本パソコンを携帯するとき 
-周辺機器の取り付けや取り外しを行うとき 
-バッテリ残量が少ないときや節電したいとき 

電源の切り方_ 

ここでは、本パソコンの通常の電源の切り方について説明し 

ます。 


2 主電源スイッチを OFF にします。 

主電源スイッチを矢印の方向（〇側）ヘスライドさせま 
す。 



■Windows 2000の場合 

1 「スタート」ボタンー「シャットダウン」の順にクリッ 
クし、「シャットダウン」を選択して 「 OK 」 をクリック 
します。 

OS が終了し、本パソコンの電源が切れます。また、が 
態表示 LCD の SUS / RES 表示が消えます。 



2 主電源スイッチを OFF にします。 

主電源スイッチを矢印の方向（〇側）ヘスライドさせま 
す（一「■ Windows XP の場合」参照)。 


■Windows XP の場合 

1 「スタート」ボタンー「終了オプション」一「電源を切 
る」の順にクリックします。 

OS が終了し、本パソコンの電源が切れます。また、状 
態表示 LCD の SUS / RES 表示が消えます。 



■Windows NT の場合 

1 「スタート」ボタンー「シャットダウン」の順にクリッ 
クし、「コンピュータをシャットダウンする」を選択し 
て「はい」をクリックします。 

OS が終了し、本パソコンの電源が切れます。また、が 
態表示 LCD の SUS / RES 表示が消えます。 



2 主電源スイッチを OFF にします。 

主電源スイッチを矢印の方向（〇側）ヘスライドさせま 
す（一「■ Windows XP の場合」参照)。 
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■Windows Me の場合 

1 「スタート」ボタンー 「 Windows の終了」の順にクリツ 
クし、「終了」を選巧して 「 OK 」 をクリックします。 

OS が終了し、本パソコンの電が切れます。また、が 
態表示 LCD の SUS / RES 表示が消えます。 



2 主電源スイッチを OFF にします。 

主電源スイッチを矢印の方向（〇側）ヘスライドさせま 
す（一「■ Windows XP の場合」参照)。 

■Windows 98の場合 

1 「スタート」ボタンー 「 Windows の終了」の順にクリッ 
クし、「電源を切れる状態にする」を選択して 「 OK 」 を 
クリックします。 

OS が終了し、本パソコンの電源が切れます。また、が 
態表示 LCD の SUS / RES 表示が消えます。 



2 主電源スイッチを OFF にします。 

主電源スイッチを矢印の方向（〇側）ヘスライドさせま 
す（一「 ■ Windows XP の撮合」参照）。 

谷 POINT 

► 上記操作で電源が切れない場合、次の手順で電源を 
切ってください。 

1.【 Ctrl 】 + [ Alt ] + delete 】 キーを巧します。 


- Windows Me /98 の場合 
「シャットダウン」をクリックします。 

► 手順1で表示される画面で、「再起動」、「コンピュータ 
を再起動する」、または「再起動する」を選択すると、 
本パソコンを再起動することができます。再起動と 
は、メモリに入っている情報をいったん消して、巧び 
フロッピーディスクや/\ー ドディスクなどから OS を 
読み込み直すことです。 

► 手順1で表示される画面で、「スタンバイ」または「休 
止状態」を選択すると、本パソコンが省電力が態にな 
ります（一 『FMV マニュアル J ])。 

► このあと、本パソコンを長期間使用しない場合は 、 AC 
アダプタやバッテリパックを取り外して〈ださい。 


ご購入時の設定に戻す 

BIOS セットアップの設を植を、本パソコンご購入時の状態 
に戻す方法について説明します。 

BIOS セットアップを起動し、「終了」 メニューの 「標準設定 
値を読み込む」を実行します。 

この後、お使いの 0 S やカスタムメイドホプシヨンに応じて、 
次の設定を変更してください。 

• Windows NT モデルの場合 

-「詳細」一「シリアル/パラレルポート設定」一「ホ外 
線通信ポート」：使用しない 

-「詳細」一「シリアル/パラレルポート設定」ーレくラ 
レルポート」一「モード」；出力のみ 
♦ワイヤレスマウス添付モデルの場合 

• 「詳細」_「キーボード/マウス設定」_「ワイヤレス 
マウス」：使用する 

• 「詳細」_「キーボード/マウス設定」_「内蔵ポイン 
ティンダデバイス」；常に使用する 
♦フラットポイントが搭載されていないモデルの場合 

-「詳細」一「キーボード/マウス設定」一「ホットプラ 
ダ」：使用しない 


2. 次の操作を巧います。 

- Windows XP の場合 

「シャットダウン」メニュ——»「コンピュータの 
電源を切る」 の 順にクリックします。 

- Windows 2000の場合 

「シャットダウン」をクリックし、「シャットダウ 
ン」を選巧して 「 OK 」 をクリックします。 

- Windows NT の場合 

「シャットダウン」をクリックし、「シャットダウ 
ン後、電源を切る」を選択して 「 OK 」 をクリッ 
クします。 
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リカバリ/再インストール概要 

Miiai i i i JW 

Windows が起動しないなどの問題が発生した場合、ハード 
ディスクの領域を変更したい場合は、リカバリまたは再イン 
ストールを巧います。 

リカバリの概要と手リ頃 

■対応 OS 

• Windows XP /2000 /Me 

■概要 

リカバりとは、けカバリ CD - 民 OM 」 と「リカバリ CD-ROM 
起動ディスク」（ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場 
合）を使用して、 OS 、 ドライバなどのプレインストールソフ 
トウエアをご購入時のが態（一 『 FMV マニュアル』）に戻す 
操作です。 

y カバリは、大きく 2種類に分かれます。 

♦ご購入時の状態に戻す 

現在のハードディスクの領域設定はそのままで、 C ドライ 
ブをご購入時の状態に戻します。 

♦領域を設定したあと、ご購入時の状態に戾す 
ハードディスクの領域を設定した後、ご購入時の状態に戻 
します。現在のハードディスク領域を変更したいとき、ま 
たはハードディスクを増設したときには、領域設定が必要 
になります。 

■手順 

リカバリは次の手順で行います。 

□ ご購入時の状態に戻す手順 

ハードディスクの領域設定は現在お使いの状態のまま、 C ド 
ライブのみをリカバリします。 

Ppoint 

► Windows Me では FD に K で領域設定を巧った後、ご購 
入時の状態に戻すこともできます。 FD に K を使用する 
と、 1 MB 単位で3区画が上の領域を設定できます（一 
『 FMV マニュアル』）。 

1 リカバリ前の準棉 （^ P .19) 

2 リカバリ方法（ご購入時の状態に戻す） 

内蔵 CD - ROM ドライブをお使いの場合（一 P .20) 
ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合（一 P .20) 

3 リカバリ終了後（一 P .22) 


□領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す手順 

リカバ y 中に画面上で確認しながら、ハードディスクの領域 
を再設をします。 100 MB 単位で2区画まで作成できます。 

1 リカバリ前の準髓（一 R 19) 

2 リカバリ方法（領域を設定したあと、ご購入時の状態に 
戻す） 

内蔵 CD - ROM ドライブをお使いの場合（一 P .21) 
ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合（一 P .21) 

3 リカバリ終了後（一 P .22) 

巧インス I -- ルの概要 

■対応 OS 

• Windows NT /98 

■概要 

再インストールは、 OS やドライノくなどを再度インストール 
し、本パソコンをお使いになれるが態に戾す操作です。操作 
手順については、次の項目をご覧ください。 

•再インストール （ WindowsNT ) (一 P .23) 

雜再インスト'ール （Windows 98) (一 P .29) 

留意事項 

■全 OS 共通の留意事項 

•ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合は 『 FMV マ 
ニュアル』をご覧になり、ポータブル CD - ROM ドライブ 
を使用するための設定を行ってください。 

• y カバリや再インストール、ハードディスクの領域の変更 
を行うと、 C ドライブのファイルはすべて削除されます。 
また、「領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す」を 
選択して y カバリや再インストールで領域の靈更を行う 
と、 D ドライブのファイルはすべて削除されます。 

必要に応じて事前にバックアップを行ってください。 

•周辺機器を取り付けている場合は、それらを一度取り外 
し、ご購入時の状態に戻してください。 

• y カバリを終えてセットアップが終了するまで、 LAN ケー 
ブルを接続しないでください。 LAN ケーブルを接続して 
七ットアップを行うと、エラーメッセージが表示されるこ 
とがあります。 

♦カスタムメイドホプシヨンのアプリケーシヨンはリカバ 
リされません。 

•本書では内蔵ポインティングデバイスでの操作を前提に 
記述してあります。 

•「ご購入時の状態に戻す（推奨)」を選択した場合は、リカ 
バリを行っても、 C ドライブが外のドライブはフォーマッ 
卜されません。 
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■Windows XP の留意事項 

♦ Windows 起動中にけカバ y CD - ROM 」 をセットすると、 
rWindows が実行する動作を選んでください」と表示され 
ます。「キャンセル」をク y ックしてください。 

■Windows 2000の留意事項 

♦リカバリを行うと、 C ドライブは FAT 32 に設をされます。 
C ドライブを NTFS に変換していた場合は、リカバリ後再 
度 NTFS に靈換してください（一 『 FMV マニュアル』)。 

■Windows Me /98 の留意事項 

•基本 MS - DOS 領域は、 y カバ y または再インストールに必 
要な領域撮低1畑）に設定してください。 

■Windows 98の留意事項 

♦ご購入時の設定では Save To Disk 領域が作成されています。 
Save To Disk 領域は「領域1(種類： Non - DOS ) 」と表示さ 
れます。特に設定し直す必要はありません。 FDISK を使用 
して区画の設をを行う場合で Save To Disk 領域がないとき 
は、 MS - DOS 領域を作成する前に、 PHDISK を使用して 
Save To Disk 領域を作成してください（一 『 FMV マニュア 
ル』)。 


リカバリ操作 _ 

本パソコンをご購入時の状態に戻す「リカバリ」の方まを説 
明します。 

谷 POINT 

► リカバリに関する留意事項（一 P .18) をよくお読みの 
うえ、リカバリを巧って〈ださし、。 

► 機種により、主電源スイッチのあるもの、 MAIN スイッ 
チのあるものがありますが、「主電源スイッチ （MAIN 
スイッチ）」と併記されています。 

リカバリ前の準備 

y カバリを実行する前に、次の操作を行ってください。 

■ポータブル CD-ROM ドライブをお使いの場合 
1 リカバリ CD-ROM 起動ディスクを用意します卜 『FMV 

マニュアル J ])。 

2 本パソコンにポータブル CD-ROM ドライブを接綿しま 
す。 

3 フロッピーディスクドライブがない機種では、 FDD ユニッ 
卜を取り付けます。 

■ BIOS 設定について 

BIOS の設定をご購入時の設定に戻します（一 P .17)。 下記の 
周辺禮器をお使いの場合、次の設定も変更してください。 

□スーパーディスクドラィブを使用する場合 〔 NA 〕 

• イン」一「フロッピーディスク A 」 ：使用しない 
□ FDD ユニット （ USB ) を使巧する場合 （Windows XP / 2000/ 
Me の場合） [ NA ] 

• 「メイン」一「フロッピーディスク A 」 ：使用しない 
-「詳細」一 「 U 犯設定」一「レガシー USB サポート」： 
使用する 

Ppoint 

► BIOS セット アップの設ををご購入時と異なる設定に 
していると、インス トール 時に エラー メ ッセージが 表 
示されることがあります。 

リカバリ方法（ご購入時の状態に戻す) 

本パソコンをご購入時の状態に戻します。ハードディスクの 
領域は変更されません。 

Windows Me では FDISK で領域設定を行った後、ご購入時の 
が態に戻すこともできます。 FDISK を使用すると、 1 MB 単 
位で3区画な上の領域を設定できます（一 『 FMV マニュア 
ル』)。 
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Ppoint 

► リカバリを行ラと、 c ドライブのファイルはすべて削 
除されます。必要に応じて事前にバックアップを行っ 
て < ださい。 

■内蔵 CD-ROM ドライブをお使いの場合 

次のものを用意してください。 

• Windows XP / 2000の場合：「リカバリ CD-ROM K 2] 
Windows Me の場合：「リカバリ CD - ROM 」 

1 「リカバリ CD - ROM 1」 または 「 リカバリ CD - ROM 」 を 
セットします。 

2 本パソコンを再起動します。 

3 「 FUJITSU 」 ロゴの下に文字が表示されている間に、 
[ F 12] キーを押します。 

メニューが表示されます。 

表示されない場合は、 【 Ctrl 】 + 【 Alt 】 + 【 Delete 】 キ'一 
を押して本パソコンを再起動してください。 

4 CD - ROM ドラィブを選キ尺し、 【 Enter 】 キーを押します。 
「リカバ y CD - ROM 」 画面が表示されます。 

5 [Page Up ] [Page Down ] キー ([ Fn ] + [ T ] [ i ] キ ー) 
で説明をスクロールし内容を確認して、 【 Y 】 キーを押し 
ます。 

6 「ご購入時の状態に戻す（推奨)」が反転表示されている 
ことを確認して 【 Enter 】 キーを押します。 

確認の画面が表示されます。 

7 【 Y 】 キーを押します。 

しばらくするとリカバリの画面が表示され、ファイルの 
コ ピーが 始まります。 

• Windows XP /2000 の場合 

ファイルの コピーが始まります。「2枚目のメディア 
をドライブ左に入れてください」と表示されたら、 
「リカバリ CD-ROM 2] をセットし、しばらくしてか 
ら 【 Y 】 キーを押します。 

リカバリが終了すると「正常にソフトウエアの復元作 
業が行われました。」と表示されます。 

• Windows Me の場合 

リカバリが終了すると「正常にソフトウエアの復元作 
業が行われました。」と表示されます。 

8 CD-ROM を取り出してから、次の操作を巧います。 

• [ NA ] [ NU ] [ MG ] [ MC ] は本パソコンの主電源ス 
イッチ （ MAIN スイッチ）をスライドさせて電源を切 
ります。 

- 〔M 民〕は電源ボタンを4秒な上押して電源を切ります。 
- [NU E ] [ LS ] は強制終了スィッチを押して電源を切 
ります。 

9 レ U 降、「リカバリ終了後」を参照して操作を行ってくだ 
さい（一 P .22)。 


■ポータブル CD-ROM ドライブをお使いの場合 

次のものを用意してください。 

• Windows XP /2000 の場合：「リカバリ CD-ROM K 2 j 
Windows Me の場合：「リカバリ CD - ROM 」 

•「リカバリ CD - 民 OM 起動ディスク」（一 『 FMV マニュアル』） 
1フロッピーディスクと CD - ROM をセットします。 

「リカバリ CD - 民 OM 1」または「リカバリ CD - ROM 」 と 
「リカバリ CD - 艮 OM 起動ディスク」をセットします。 

2 本パソコンを再起動します。 

Ppoint 

►「 CD - ROM ドライブに「リカバリ CD - ROM 」 をセット 
してくださし、。」と表示された場合は、何かキーを押 
します。 

「リカバリ CD - ROM 」 画面が表示されます。 

3 [Page Up ] [Page Down ] キー （【 Fn 】 + [ t ] [ i ] キ ー） 
で説明をスクロールし内容を確認して、 [ Y 】 キーを押し 
まず。 

4「ご購入時のが態に戻す（推奨)」が反転表示されている 
ことを確認して 【 Enter 】 キーを押します。 

確認の画面が表示されます。 

5 [ Y ] キーを押します。 

しばらくするとリカバリの画面が表示されファイルの 
コ ピーが 始まります。 

• Windows XP /2000 の場合 

ファイルのコピーが 始まります。「2な目のメディア 
をドライブ左に入れてください.」と表示されたら、 
「リカバ y CD-ROM 2 J をセットし、しばらくしてか 
ら 【 Y 】 キーを押します。 

リカバリが終了すると「正常にソフトウュアの復元作 
業が行われました。 J と表示されます。 

• Windows Me の場合 

リカバリが終了すると「正常に ソフ トウてアの復元作 
業が行われました。」と表示されます。 

6 フロッピーディスクと CD - ROM を取り出してから、次の 
操作を巧います。 

• [ NA ] [ NU ] [ MG ] [ MC ] は本パソコンの主電源ス 
イッチ （ MAIN スイッチ）をスライドさせて電源を切 
ります。 

- [ MR ] は電源ボタンを4秒が上押して電源を切ります。 
- [NU E ] [ LS ] は強制終了スイッチを押して電源を切 
ります。 

7お降、「リカバリ終了後」を参照して操作を巧ってくだ 
さい（一 P .22)。 
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リカバリ方法 

(領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す） 

ハードディスクの領域を設定した後、ご購入時の状態に房し 
ます。 

y カバリ中に画面で確認しながら、 lOOMB 単位で2区画まで 
の領域を設をできます。 

このホ法では、 C ドライブにリカバリを行い、 D ドライブに 
空の領域を作成します。 

が重要 

► 区画の設定を行うことにより、ハードディスクの内容 
が消えてしまうことがあります。あらかじめ必要な 
データはバックアップしておいてください。 

► リカバリ中に区画を作成する場合、100 MB 単位で2区 
画までしか作成できません。3区画が上を作成する場 
合、または 1 MB 単位で区画を作成する場合は 、 FDISK 
を使用してください（一 『 FMV マニュアル』）。 

■内蔵 CD-ROM ドライブをお使いの場合 

次のものを用意してください。 

• Windows XP / 2000の場合；「リカバリ CD-ROM し2」 
Windows Me の場合：「リカバリ CD - ROM 」 

1 「リカバリ CD - ROM 1」または「リカバリ CD - ROM 」 を 
セットします。 

2 本パソコンを再起動します。 

3 「 FUJITSU 」 ロゴの下に文字が表示されている間に、 
[ F 12] キーを巧します。 

メニューが表示されます。 

表示されない場合は、 に trl 】 + 【 Alt ] + に elete 】 キ'一 
を押して本パソコンを再起動してください。 

4 CD - ROM ドライブを選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 
「 y カバリ CD - ROM 」 画面が表示されます。 

5 [Page Up ] [Page Down ] キー ([ Fn ] + 【 T 】【 i 】キ _) 
で説明を スクロールし 内容を確認して、 【 Y 】 キーを 押し 
ます。 

6 「領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す」を選択 
し、 【 Enter 】 キーを押します。 

7 領域の設を方法により、次の操作のどちらかを巧いま 
ず。 

Ppoint 

► 領域を変更すると、ハードディスク内のすべてのデー 
夕が失われます。 

-「領域を任意に設定して戻す」を選キ尺し、 【 Enter 】 キー 
を押します。 

C ドライブの容量を任意に設定してください。【^】 
【一】キーを押すと、100 MB 単位で、領域を設定でき 
ます。 


その他の設定にっいては、次を参考にしてください。 

. C ドライブを FAT 16 で使用する 
(Windows Me の場合） 

C ドライブを FAT 16 に変更することができます。 
【 F 】 キーを 押し、項目に チェックマークを 付け ま 
す。 

• 1っの区画として設をする 
(Windows XP /2000 /Me の場合） 

ハードディスク全体を C ドライブとして設定す 
ることができます。に】キーを押し、項目にチェッ 
クマークを付けます。 

領域を設をしたら、 【 Enter 】 キーを押します。 

-「領域をご購入時の状態にして戻す」を選キ尺し、 
Enter 】 キーを押します。 

ハードディスク内の領域が、ご購入時の設定となりま 
す。 

8 [ Y ] キーを 押します。 

領域の設定が行われた後、 y カバ y の画面が表示され、 
フアイルの コ ピーが始まります。 

• Windows XP /2000 の場合 

じ枚目のメディアをドライブ Z : に入れてください」 
と表示されたら、けカバリ CD - 民 OM 2」 をセットし、 
しばらくしてから 【 Y 】 キーを押します。 
y カバリが終了すると「正常にソフトウユアの復元作 
業が行われました。」と表示されます。 

• Windows Me の場合 

y カバ y が終了すると「正常にソフトウユアの復元作 
業が行われました。」と表示されます。 

9 CD-ROM を取り出してから、次の操作を行います。 

• [ NA ] [ NU ] [ MG ] [ MC ] は本パソコンの主電源ス 
イッチ （ MAIN スイッチ）をスライドさせて電源を切 
ります。 

- 〔 M 民〕は電源ボタンを4秒な上押して電源を切ります。 
- [NU E ] に S 〕 は強制終了スイッチを押して電源を切 
ります。 

10 レ U 降、「リカバリ終了後」を参照して操作を行ってくだ 
さい （一 P .22)。 

■ポータブル CD-ROM ドライブをお使いの場合 

次のものを用意してください。 

• Windows XP /2000 の場合：「リカバリ CD-ROM U 2] 
Windows Me の場合：「リカバリ CD - ROM 」 

♦作成した「リカバリ CD - 民 OM 起動ディスク」（一 『 FMV マ 

ニユ アル』） 

1フロッピーディスクと CD-ROM をセットします。 

「 y カバリ CD - ROM 1」または「リカバリ CD - ROM 」 と 
「 y カバリ CD - 民 OM 起動ディスク」をセットします。 

2 本パソコンを再起動します。 


21 





Ppoint 

►「 CD - ROM ドライブに「リカバリ CD - ROM 」 をセット 
して〈ださし、」と表示された場合は、何かキーを押 
します。 

「リカバリ CD - ROM 」 画面が表示されます。 

3 [Page Up ] [Page Down ] キー ([ Fn ] + [ T ] [ i ] キ ー) 
で説明をスクロールし内容を確認して、 【 Y 】 キーを押し 
ます。 

4「領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す」を選キ尺 
し、 【 Enter 】 キーを押します。 

5領域の設定方法により、次の操作のどちらかを巧いま 
す。 

Ppoint 

► 領域を変更すると、ハードディスク内のすべてのデー 
夕が失われます。 

-「領域を任意に設定して戻す」を選巧し、 【 Enter 】 キー 
を押します。 

C ドライブの容量を任意に設定してください。[^】 
【一】 キーを押すと、 100 MB 単位で、領域を設定でき 
ます。 

その他の設定については、次を参考にしてください。 

. C ドライブを FAT 16 で使用する 
(Windows Me の場合） 

C ドライブを FAT 16 に変更することができます。 
【 F ] キーを 押し、項目に チュックマークを 付け ま 
す。 

• 1つの区画として設定する 
(Windows XP /2000 /Me の場合） 

ハードディスク全体を C ドライブとして設定す 
ることができます。 に】 キーを押し、項目にチェッ 
クマークを付けます。 

領域を設定したら、 【 Enter 】 キーを押します。 

-「領域をご購入時の状態にして戻す」を選キ尺し、 
Enter 】 キーを押します。 

ハードディスク内の領域が、ご購入時の設定となりま 
す。 

6 【 Y 】 キーを押します。 

領域の設定が行われた後、リカバリの画面が表示され、 
フアイルのコ ピーが 始まります。 

• Windows XP /2000 の場合 

「2枝:目のメディアをドライブ Z : に入れてください」 
と表示されたら、「リカバリ CD - 艮 OM 2」 をセットし、 
しばらくしてから 【 Y 】 キーを押します。 

リカバリが終了すると、「正常にソフトウェアの復元 
作業が行われました。」と表示されます。 


* Windows Me の場合 

リカバ y が終了すると、「正常にソフトウュアの復元 
作業が行われました。」と表示されます。 

7 フロッピーディスクと CD - ROM を取り出してから、次の 
操作を巧います。 

• [ NA ] [ NU ] [ MG ] [ MC ] は本パソコンの主電源ス 
イッチ （ MAIN スイッチ）をスライドさせて電源を切 
ります。 

- [ MR ] は電源ボタンを4秒が上押して電源を切ります。 
- [NU E ] [ LS ] は強制終了スイッチを押して電源を切 
ります。 

8 お降、「リカバリ終了後」を参照して操作を巧ってくだ 
さい（一 R 22)。 

リカバリ終了を 

本 パソコンの 電源を切った後、次の操作を行ってください。 

□内蔵 CD - ROM ドライブをお使いの場合 
1 周迈機器が取り付けられている場合は、すべて取り外し 
ます（カスタムメイドオプションを除く）。 

2 本パソコンの電源を入れます。 

3 お降、「セットアップ」を参照して Windows のセットアッ 
プを行ってください（一 P . 目）。 

□ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合 
1 周迅機器が取り付けられている場合は、すべて取り外し 
ます（カスタムメイドオプションを除く）。 

Ppoint 

► PC カードをお使いの場合は、忘れずに PC カードも抜 
いてください。 

2 本パソコンの電源を入れます。 

3 Windows XP / 2000 /Me で FDD ユニット （ USB ) をお使い 
になってリカバリを行った場合は 、 BIOS セットアップ 
で次のように設定を変更し、変更した設定を保存して終 
了し、本パソコンを再起動します。 

Ppoint 

► 今後も FDD ユニット ( USB ) をお使いになる場合は、 
変更する必要はありません。 

• 「メイン」一「フロッピーディスク A 」 ： L 44/1.2 MB 3.5" 
-「詳細」一 「 USB 設定」一「レガシー USB サポート」： 
使用しない 

4 お降、「セットアップ」を参照して Windows のセットアッ 
プを巧ってください（一 P . 目）。 

セットアップ後、必要に応じてソフトウュアをアンインス 
トールしてください（一 『 FMV マニュアル』)。 
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また、必要に応じてドライバ、添付アプリケーションまたは 
カスタムメイドオプションのアプリケーションをインス 
トールします。 

PPOINT 

► ワイヤレス LAN 搭載モデルをお使いの場合、リカバリ終 
了後『ワイヤレス U \ N をおほいになる ホへ ( IEEE 802.1化 
準拠) J 1 を参照して、必要な設をを巧ってください。 


巧インス I ^ - ル (Windows NT ) 

必要なもの 


♦ rWindows NT Workstation 4.0 Disci 」( CD - ROM ) 

• r Windows NT Workstation 4.0 Setup Disk 1 〜3」 （ フロ ッピー 
ディスク） 

♦「ドライバーズ CD 」( CD - ROM ) 

•『Windows NT Workstation ファーストステップガイド』 
♦作成した次のレくックアップディスク」（フロッピーディ 
スク） 

-「民 ealtek RTL 8139 PCI Fast Ethernet Windows NT (民) 4.0 

LAN Driver V 3.91 A 」 

-「電源切断ューティリティ （ HAL )」 

「Windows NT Workstation 4.0 Setup Disk 1 〜3」および 
「Windows NT Workstation 4.0 Disci 」 を使用して Windows NT 
をインストーノレし、 その後 ドライバやアプリケーシヨンを個 
別にインストールします。インストール方法については、 
『Windows NT Workstation 'フ了' ーストステップガイド』をご寛 
ください。 

PPOINT 

► メモリを増設した環境で再インストールを行うと、総 
メモリ容量によっては「構成情報を保存しています」 
と表示されたあと、インストールが止まってしまう場 
合があります。この場合、メモリをご購入時の状態に 
してから 再インストールを行い、その後メモリを増設 
してください。 

► スーパーディスクドライブを使用している場合、 
「Windows NT Workstation 4.0 Setup Disk 1 〜3」で 
のセットアップはできません。次の手順で CD-ROM 
からセットアップを開を台してください。 

1. 「Windows NT Workstation 4.0 Disci 」 の CD - 
ROM と「ドライバーズ CD 」 をセットし、本パ 
ソコンを起動します。 

2. 「 Fujitsu 」 ロゴの画面で 【 F 12】 キーを押します。 
しばら〈すると、メニューが表示されます。 

3. CD - ROM ドライブを選キ尺し、 【 Enter 】 キーを押し 
ます。 

CD - ROM からセットァップが開始されます。 

► インストールの途中で電源切断用 HAL 、 ネットワーク 
アダプタのインス!^ールを巧つてください。 
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電源切断巧 HAL のインストー J レ _ 

インストールを始めてしばらくすると、「コンピュータには、 
次のハードウュアとソフトウェアがあります。」という画面 
が表示されます。 

1 「コンピュータ：標準 PC 」 を選択し、 【 Enter 】 キーを押 
します。 

「インストールするコンピュータの種類を変更します。」 
という画面が表示されます。 

2 「その他（ハードウェアメーカーの提供のディスクが必 
要）」を選択し、 Enter 】 キーを押します。 

3 「電源切断ユーティリティ （ HAL )」 をセットし、 Enter 】 
キーを押します。 

4 「富±通 FMV Powerdown Capability HAL 1」 を選択し、 
[ Enter ] キーを押します。 

5 「上記の一覧は使巧中のコンピュータと一致します。」を 
選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

ホ ッ七 ■ ージに従ってインスト'ールを続けます。 

ネットワークアダプタのインスト ー J レ 

Windows NT (民）4.日のインストール途中で、「この コン ピュー 
夕をネットワークに参加させる方法を指定してください。」 
というメッセージが表示されます。 

1 「ネットワークに参加する」を選択し、「ネットワークに 
接続」がチ X ックされていることを確認し、「次へ」を 
クリックします。 

2 「一覧から選キ尺」をクリックします。 

「ネットワークアダプタの選択」ウィンドウが表示され 
ます。 

3 「ディスク使用」をクリックしまず。 

「フロッピーディスクの挿入」ウィンドウが表示されま 
す。 

4 LAN ドライバディスク （「Realtek RTL 8139 PCI Fast 
Ethernet Windows NT ( R )4.0 LAN Driver V 3.91 A 」 ） をつ 
ロッピーディスクドライブにセットします。 

5 次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

A ：¥ 

「 OEM オプションの選択」ウィンドウが表示されます。 

6 「Realtek RTL 8139{ A / B / C /8130) PCI Fast Ethernet Adapter 」 
と表示されていることを確認し、 「 OK 」 をクリックします。 

「 Windows NT Workstation セットアップ」ウィンドウに戻 
ります。 

7 「ネットワークアダプタ」の 「Realtek RTL 81：39( A / B / C / 
8130) PCI Fast Ethernet Adapter 」 にチェックが付いて 
いることを確認し、「次へ」をクリックします。 

8 「ネットワークプロトコル」で任意のネットワークプロ 
トコルをチェックし、「次へ」をクリックします。 


戶 POINT 

► 「ネットワークプロトコル」、「バインドの設定」、「コ 
ンピュータ名」、「ワークグループ」は、ネットワーク 
管理者に確認してください。 

9 「次へ」をクリックします。 

「 Speed/Duplex mode 」 ウィンドウが表示されます。 

谷 POINT 

► パラメータの設定については、ネットワーク管理者に 
確認してください。 

10 「 Continue 」 をクリックします。 

rInput Network Address ] ウィンドウが表示されます。 

11 「 OK 」 をクリックします。 

rInput Tx Early Threshold J ウィンドウが表示されます。 

12 roKj をクリックします。 

戶 POINT 

►「 TCP / IP セットアップ」または 「Microsoft TCP / IP の 
プロパティ」ウィンドウが表示された場合は、使用環 
境に合わせて設定してください。 

「ネットワークを起動する準備が整いました。」という 
メ ッ セージが 表示されます。 

13 LAN ドライバディスクをフロッピーディスクドライブカ、 
ら取り出し、「次へ」をクリックします。 

メ ッ セージに 従い 、 Windows NT (民） 4 .日 のインストールを 続 
けてください。 

戶 POINT 

► パラメータの設定については、ネットワーク管理者に 
確認してください。 

インス! -— ル後の操作 

■自動電源切断機能を有効にする 
1 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし 
ます。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
regedt 32 

「レジスト y エディタ」ウィンドウが表示されます。 
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Ppoint 

► レジストリの変更時に誤った設をを行うと、本パソコ 
ンが超動できな < なることがあります。変更するとき 
は、十分にミ主意してください。 

4 「口ーカルマシン上の HKEY _ LOCA し MAC 川 NE 」 ウィン 
ドウをアクティブにし、次のレジストリキーに移動しま 
す。 

r ¥¥ HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ Microsoft¥Wind 
owsNT¥Cur rentVersion ¥ Winlogon 」 

5 r PowerdownAfterShutdownj をダブルクリックしまず。 

「文字列エディタ」ウィンドウが表示されます。 

6 「文字列」の植を「1」に変更し、 「0 K 」 をクリックします。 
7 メニユ ー/ く一の「レジストリ」一「レジストリエディタ 
の終了」の順にクリックします。 

設定した内容はただちに反映されます。再起動する必要はあ 
りません。 

このあと、「ドライバとアプリケーシヨンのインストール」を 
参照し、ドライバなどのインストールを行ってください。 

ドライバとアプリケーシヨンのインス!ル 

Windows NT のインストールが終了したら、ドライノくなどを 
インストー/レしてください。 

■操作に必要なもの 

♦ rWindows NT Workstation 4.0 Disci 」 の CD-ROM 
♦「 ドライバーズ CD 」 

•「Windows NT Service Pack 6 Disci 」 の CD-ROM 

Ppoint 

► ドライバなどをインス！ルしたあとは 、 「Internet 
Explorer 5.01 SP 2 j がインス I ルされている場合は 
アンインス I —ルし 、 「Windows NT Service Pack 日 a 」、 
r Internet Explorer 5.01 SP 2」 、「セキ ユリ ティツール 
キット」、「3モードフロッピーディスクドライバ」の 
J 慣にインストールしてください。 

■ OEM 情報のインス I ル 

本パソコン上でサポート窓口などの情報を見るためには、 
OEM 情報のインストールが必要です。次の手順で OEM 情報 
をインストーノレしてください。 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「プログラム」一「コマンドプロ 
ンプト」の順にクリックします。 

「コマンドプロンブト」ウィンドウが表示されます。 


3 次のように入力し、それぞれ Enter 】 キーを押します。 
[ CD - ROM ドライブ]: 

¥ oemcopy . bat 
4 何力、キーを押します。 

5 ウィンドウをドラッグし、ウィンドウち上のを表示 
させてクリックします。 

OEM 情報のインストールが終了します。 

Ppoint 

► インストールしたサポート情報は、次の手順で見るこ 
とができます。 

1 . 「マイコンピュータ」アイコンを右クリックし、 
「プロパティ」をクリックします。 

2. 「全般」タブの「サポート情報」をクリックします。 
サポート情報が表示されます。 

■Windows NT Service Pack 6 a のインス I —ル 

Windows NT Service Pack 6 a には 、 Windows NT に対する新しい 
修正、な前にリリースされた Service Pack の修正が含まれてい 
ます 。 Windows NT のインストールが終了したら 、 Windows NT 
Service Pack 6 a のインストールを行ってください。 

が重要 

► rInternet Explorer 5.01 SP 2 j がインス I —ルされてい 
る場合は 、 Windows NT Service Pack 6 a をインス I — 
ルする前に、「コントロールパネル」の「アプリケー 
シヨンの追加と削除」で 「Internet Explorer 5.01 SP 2 j 
をアンインス I 'ールしてください。 

1 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし 
ます。 

2 「Windows NT Service Pack 6 Disci 」 の CD-ROM をセツ 
卜しまず。 

Internet Explorer が起動され、説明が表示されます。 

Ppoint 

► 目次の「リリースノー ト」をクリックすると 、 Windows 
NT Service Pack 6 a の詳細な情報が参照できます。「リ 
リースノート」を参照してからインス I 'ールを始めて 
ください。 

►「Windows NT Service Pack 6 Disci 」 の CD-ROM を 
セットしても Internet Explorer が起動されない場合 
は、「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実 
巧」の順にクリックし、「名前」にかのように入力し 
て [ OK ] をクリックし、手順7に進んで〈ださい。 
[ CD-ROM ドライブ] ：¥ i 386¥ update ¥ update . exe 

3 目次の 「Service Pack 6 のインストール」をクリックし 
ます。 
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4「Service Pack6 のインス I —ル （Intel 版）」をクリックし 
ます。 

「インターネットェクスプローラ」ウィンドウまたは 
「ファイルのダウンロード」ウィンドウが表示されます。 

5 「開く」または「このプログラムを上記の場所から実巧 
する」をクリックし、 「OK」 をクリックします。 

「 Authenticode(tm) Security TechnologyJ ウインドウまたは 
「セキュリティ警告」ウィンドウが表示されます。 

6 「Yes」 または「はい」をクリックします。 

「 Windows NT Service Pack セットアップ」ウインドウが 
表示されます。 

谷 POINT 

► Portables Suite をインス！ルしてある場合は、「コ 
ンピユータにサードパーティ製のシステムユーティ 
リティ（パワーマネージメントや PC 力ードユーティ 
リティなど）がインスI'ールされているのを検出しま 
した。」と表示されます。 「OK」 をクリックして〈だ 
さし、。 

7 「同意する」をチェックし、「インストール」をクリック 
します。 

メッセージに従ってインストールを続けます。インス 
トールが終了すると、再起動メッセージが表示されま 
す。 

8 「再起動」をクリックします。 

谷 POINT 

► Windows NT の/くージョン情報は、次の手順で見るこ 
とができます。 

1 . 「マイコンピユータ」アイコンをダブルクリック 
します。 

2. メニユ ー/ く一の「ヘルプ」一「バージョン情報」 
の順にクリックします。 

► 新しいドライバなどをインストールしたあとは、 
Windows NT Service Pack6a を再度インスI—ルし 
てください。 

が重要 

► Windows NT Service Pack 日 a をインス I —ル後、必ず 
r Internet Explore 5.01 SP2」、 「セキユリテイツールキッ 
卜」、「3モードフロッピーディスクドライバ」をこの順 
にインストールしてください。 

■ Internet Explorer 5.01 SP2 のインス I—ル 
1 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし 
ます。 

2 「ドライバーズ CD」 をセットします。 


3 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

4 「名前」に次のように入力し、 「OK」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ]: ¥os¥ie501¥ieSsetup. exe 
5 「同意する」を選択し、「次へ」をクリックします。 

この後は、^ッセージに従って操作します。 

■セキュリティツールキットのインス I •'ール 

Windows NT Service Pack6a な降にリリースされた Windows 
NT 用セキュリティの修正が含まれています。本パッケージ 
を利用することで、容易にセキュ y ティ修正プロダラムを尊 
入することができます。また本七キュ y ティツールキットを 
適用しても、コンピュータの暗号化レベルは変更されませ 
ん。 

1 管理者権限を持ったューザーアカウントでログオンし 
ます。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 【Enter】 キーを巧します。 
[CD-ROM ドライブ]: ¥0s¥Sectool 

¥security rollup package¥q 299444 i.exe 

しばらくすると、再起動メッセージが表示されます。 

4 「OK」 をクリックします。 

本 パソコ ンが再起動します。 

5 管理者権限を持ったューザーアカウントでログオンし 
ます。 

6 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

7 「名前」に次のように入力し、 【Enter】 キーを巧します。 
[CD-ROM ドライブ]: ¥os¥sectool¥hotfixes¥q 305929 i. exe 

しばらくすると、再起動メッセージが表示されます。 

8 「OK」 をクリックします。 

本 パソコ ンが再起動します。 

9 管理を権限を持ったューザーアカウントでログオンし 
ます。 

10 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

11 「名前」に次のように入力し、 【Enter】 キーを巧します。 

[CD-ROM ドライブ]: ¥os¥sectool¥hotfixes¥q 307866 i. exe 
12 本パソコンを再起動します。 

13 管理者権限を持ったューザーアカウントでログオンし 
まず。 

14 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

15 「名前」に次のように入力し、 【Enter】 キーを巧します。 
[CD-ROM ドライブ]: ¥os¥sectool¥windows media player 

¥wn 130856 7. exe 

「Windows Media Player Update」 ウィンドウが表示されま 
す。 
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16 「はい」をクリックします。 

「使用許諾契約」が表示されます。 

17 「はい」をクリックします。 

r Windows Media コンポーネントの七ットアップ」ウイ 
ンドウが表示されます。 

18 「次へ」を3回クリックします。 

「セットアップは完了しました。」と表示されます。 

19 「完了」をクリックします。 

20 本パソコンを再起動します。 

21 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし 
ます。 

22 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

23 「名前」に次のように入力し、 【 Enter 】 キーを押します。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ os ¥ sectoo I ¥ hotfixes ¥ q 307866 i . exe 
24 本パソコンを再起動します。 

■3 モードフロッピーディスクドライバのインス I ル 
1 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし 
ます。 

2 「スタート」ボタンー「プログラム」一 「Windows NT エ 
クスプローラ」の順にクリックします。 
「エクスプローラ」 ウィンドウが表示されます。 

3 次のフォルダに移動します。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ other ¥3 mode 
4 rfioppyoo . infj をちクリックし、「インストール」をク 
リックします。 

戸 POINT 

► rfloppyOOj と表示される場合や、 「 floppyOO 」 が複数 
表示される場合があります。これは、「登録されてい 
るファイルの施張子は表示しない」がチエックされて 
いるためです 。 Windows NT エクスプローラで「表示」 
メニューの 「オプション」を選択し、設定することが 
できます。 

ドライバがインストールされ、再起動メッセージが表示 
されます。 

5 「ドライ/くーズ CD 」 を取り出し、「はい」をクリックし 
ます。 

Windows NT が再起動すると、3モード フロ ッピー ディ 
スタドライバが有劾になります。 

■サウンドドライバのインストール 
1 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンし 
ます。 

2 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

3 「スタート」ボタンー「設定」一「コントロ ールパネル」 
の順にクリックします。 


4 「マルチメディア」アイコンをダブルクリックします。 

「マルチメディアのプロパティ」ウィンドウが表示され 
ます。 

5 「デバイス」タブをクリックし、「追加」をクリックしま 
す。 

「追加」ウィンドウが表示されます。 

6 「ドライバの一覧」から「一覧にない、または更新され 
たドライバ」を選択し、 「 OK 」 をクリックします。 
「ドライバのインストール」ウィンドウが表示されます。 
7 次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

■ [ NA ] [ MG ] の場合 

[ CD-ROM ドライブ] ：¥ Sound¥Sigmatel 

■ CNU ] の場合 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ Sound ¥ Sigmatel.NU 

「一覧にない、または更新されたドライバの追加」ウィ 
ンドウが表示されます。 

8 「ドライ/くの一覧」から 「 AC ’ 97 Audio Ctrir : SigmaTel 
Codec Driverj を選択し、 「 OK 」 をクリックします。 
「About AC ‘97 Audio Controller : SigmaTel Codec Driver ] 
ウィンドウが表示されます。 

9 roKj をクリックしまず。 

「システム設定の変更」ウィンドウが表示されます。 

10 「再起動する」をクリックします。 

WindowsNT が再起動し、サウンドドライバのインス 
トールが終了します。 

11 再生時と録音時の音量を設定します。 

設定ホ法にっいては、 『 FMV マニュアル』の「機能」一 
「その他」をご覧ください。 

■モデムドライバのインストール（モデム搭載モデル） 
1 起動中のすべてのアプリケーションを終了しまず。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

「ファイル名を指定して実行」ウィンドウが表示されま 
す。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
[ CD-ROM ドライブ]: ¥ modem ¥ setup . exe 

「 modem 」 の画面が表示されます。 

4 「 OK 」 をクリックします。 

ドライバがインストーノレされ、再起動メッセージが表示 
されます。 

5 roKj をクリックします。 

本 パソコ ンが再起動します。 

■ディスプレイドライバのインス I ^ール 
1 管理を権限を持ったユーザーアカウントでログオンし 
ます。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 
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3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
[ CD-ROM ドライブ] ：¥ display ¥ ati ¥ setup . exe 

「 ATI ドライバセットアップへようこそ」と表示されます。 
4 「次へ」をクリックします。 

「使用許諾契約」が表示されます。 

5 契約内容を確認し、「はい」をクリックします。 

ディスプレイドライバのインストールが始まります。 
ファイルのコピーが終了すると、「七ットアップの完了」 
が表示されます。 

谷 POINT 

► 「バージョンの競合」ウィンドウが表示された場合は、 
「いいえ」をクリックしてください。 

6 「はい、直ちにコンピュータを再起動します。」を選キ尺し、 
「完了」をクリックします。 

ディスプレイドライバのインストールが終了し、本パソ 
コンが再起動します。 

■ DMA の設定 

ハードディスタに DMA の設をを行うことができます。設定 
できるチヤネルは、プライマリ IDE です。 

1 管理を権限を持ったユーザーアカウントでログオンし 
ます。 

2 rWindows NT Service Pack6 Disci」 の CD-ROM をセツ 
卜します。 

Internet Explorer が起動され、説巧が表示されます。 

3 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

4 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
[ CD-ROM ドライブ] ：¥ support¥uti I s ¥ i ：386¥ dmacheck . exe 
「ATAPI DMA サポート」ウィンドウが表示されます。 

5 「チャネル0」の 「 DMA 検出状態」で「有効」をクリック 
し、 「 OK 」 をクリックします。 

「警告」ウィンドウが表示されます。 

6 「はい」をクリックします。 

「完了」ウィンドウが表示されます。 

7 「 OK 」 をクリックします。 

な上で設定は終了です。再起動すると、 DMA が有効になり 
ます。設定が有効になっているかどうかを確認するには、再 
度 dmacheck . exe を起動します。 

■再インストール後 

『FM V マニュアル』 または「ドライバーズ CD 」 内の indexcd.htm 
をご覧になり、お使いになるアプリケーション、ドライバを 
インストールしてください。 


が重要 

►アプリケーシヨン、ドライバのインストール後、 
rInternet Explorer 5.01 SP 2 j がインス I —ルされて 
いる場合は必ずアンインストールし 、 「Windows NT 
Service Pack 6 a 」、 「Internet Explorer 5.01 SP 2」、 「セ 
キユリティツールキット」、および「3モードフロッ 
ピーディスクドライバ」をこの順にインストールして 
くださし、。 
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巧インス!ル (Windows 98) 


必要なもの 


• rWindows 98オペレーティンダシステム CD 」（ CD - ROM ) 
♦「ブランクディスク」 (1.44 MB 2 HD フロッピーディスク） 
XI 

添付されておりませんので、購入してください。 
•「ドライバーズ CD 」( CD - ROM ) 

♦マウス（内蔵ポインティングデバイスがない場合） 

巧インストール前の準備 

■セットアップ起動ディスクの準備 
1 Windows 98を起動します。 

2 「ドライ/くーズ CD 」 と「ブランクディスク」をセットし 
ます。 

3 「 MS - DOS ブロンプト」を起動します。 

4 「 MS - DOS ブロンプト」に次のように入力し、それぞれ 
[ Enter ] キーを押します。 

[ CD - ROM ドライブ]: 
cd make 干 d 
makefd 

5 メッセージが表示されたら、どれかキーを巧します。 

6 次の操作を行います。 

■内蔵 CD - ROM ドラィブをお使いの場合 

【1】 キーを 押します。 

■ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合 

じ】 キーを 押します。 

しばらくすると 、 「Windows 98セットアップ起動ディス 
クが作成できました」と表示されます。 

7 「セットアップ起動ディスク」および「ドラィバーズ CD 」 
を取り出し、本パソコンの電源を切りまず。 

戸 POINT 

► FMV - NCD 43 S /403 お外のポータブル CD - ROM ドライ 
ブをお使いの場合は、さらにポータブル CD - ROM ド 
ラィブを使巧するための設定が必要です。 『 FMV マ 
ニュアル J ] の「機能」一「セットアップ後」をご覧に 
なり、設定してください。 

■ハードディスクの 圧縮解除 

ドライブ スペースで 圧縮されたドライブが ハー ド ディスク 
に存在する場合、 Windows を インストールで きません。圧縮 
を解除してから Windows を インストールし てください。 
ドライブを圧縮していない場合は 、 「Windows 98の再 インス 
トール」 に進んでください。 


1 「セットアップ起動ディスク」をセットし、本パソコン 
の電源を入れる、または再起動します。 

「Windows 98セッ ト アップ メニュー」 が表示されます。 

2 [3] キーを 押します。 

DOS プロンプトが表示されます。 

谷 POINT 

► ハードディスク内に必要なデータがある場合、データ 
をバックアップしてください。 

3 DOS プロンプトで次のように入力し、 【 Enter 】 キーを巧 
します。 

a ：¥ deldbspc . bat h ： 

谷 POINT 

► H ドライブお外を圧縮している場合は、そのドライブ 
を指定して〈ださい。 

圧縮が解除されます。 

4 何力、キーを巧します。 

再起動7^ッセージが表示されます。 

5 本パソコンを再起動します。 

6 「セットアップ起動ディスク」を取り出し、本 パソコン 
の電源を切ります。 

■ BIOS の設定 

BIOS の設定をご購入時の設定に戻し（一 P .17)、 さらにお使 
いの環境に合わせて設定します（一 P .19)。 

Windows 98 の巧インスト ー J レ 
戸 POINT 

► 再インストールを巧う前に、パソコン本体の Product 
Key を必ず確認し、書き留めてください。再インス 
トール中に必要になります。 

1 「セットアップ起動ディスク」をセットし、電源を入れ 
ます。 

しばらくすると 、 「Windows 98セットアップメニュ ' 一 J 
が表示されます。 

PPOINT 

► 再インストールを巧うと、ハードディスク上のデータ 
が失われます。必要なデータをバックアップして〈だ 
さし、。 

► ハードディスクの区画を変更する場合、【2】キーを巧 
してください。 FD に K が起動します。 FD に K の詳し 
い使用方まについては 『 FMV マニュアル』をご費く 
ださし、。 
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2 【1】 キーを 押します。 

3 「Windwos 98オペレーティングシステム CD 」 をセット 

し、しばらくしてから 【 Y 】 キーを押します。 

フォーマット確認、のメッ七ージが表示されます。 

4 [ Y ] キーを 押し、 【 Enter 】 キーを 押します。 

ハードディスクのフォーマットが始まり、しばらくする 

と、「ボリュームラベルを入力してください」と表示さ 

れます。 

戶 POINT 

► 「ボリュームラベルを入力してください」と表示され 
る前に別のメッセージが表示された場合は、メッセー 
ジに従って操作してください。 

5 「ボリュームラべル」を入力し、 【 Enter 】 キーを押します。 

「ボリュームラベル」は省略してもかまいません。 

次の POINT を参照し、メッセージに従って Windows の 

セットアップを続けてください。 

PPOINT 

►インストールを中止する場合は、 【 Esc 】 キーを押して 
ください。 

► 「起動ディスク」を作成するウィンドウでは、「次へ」 
をクリックし、「キャンセル」をクリックし、「セット 
アップ起動ディスク」をセットしたまま 「 OK 」 をク 
リックしてください。本パソコンでは「セットアップ 
起動ディスク」で代用できます。 

► セットアップの各ウィンドウが完全に表示されない 
うちにキーを押すと、セットアップが正常に行われな 
い場合があります。ウィンドウが完全に表示されてか 
ら、ポインティングデバイスで操作してください。 

► あとに綿く操作手順は、 Windows のインス I ル先や 
セットアップ方まなどを設定するウィンドウですベ 
て初期値が選択されたことを前提に説明しています。 

► 「ディスクの挿入」ウィンドウが表示された場合は、 
「セットアップ起動ディスク」をセットし、 「 OK 」 を 
クリックしてください。 

6 再起動メッセージが表示されたら、「セットアップ起動 

ディスク」をセットしたまま本パソコンを巧起動しま 

す。 

谷 POINT 

► 「再起動」ウィンドウが表示されると、15秒後に自動 
的に本 パソコ ンが再起動します。 


が重要 

► 「セットアップ起動ディスク」をセットしないで再起 
動すると、インストールが正し〈行われない場合があ 
ります。 

7 「 Windows 目8セットアップメニユー」が表示されたら、 
【3】キーを押します。 

8 ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合は、 PC 力一 
ドを取り出し、 ポータブル CD - ROM ドライブを取り外 
します。 

戶 POINT 

► FDD ユニット （ USB ) を取り付けている場合は 、 FDD 
ユニット （ USB ) を取り外してください。 

9 「セットアップ起動ディスク」を取り出します。 

10 [ Ctrl ] + [ Alt ] + delete 】 キーを巧します。 

本 パソコンが 再起動し、 「ユーザー情報」 を入力するウィ 
ンドウが表示されます。 

11 名前と会社名を入力し、「次へ」をクリックします。 

会社えは省略することもできます。 

「使用許諾契約書」ウィンドウが表示されます。 

12 「同意する」をクリックし、「次へ」をクリックします。 

「Windows プロダクトキー」の画面が表示されます。 

13 Product Key を入力し、「次へ」をクリックします。 

「ウィザードの開始」の画面が表示されます。 

14 「完了」をクリックします。 

15 「 PC 力ード （ PCMCIA ) ウィザード」ウィンドウで「いい 
え」が選択されていることを確認し、「次へ」をクリッ 
クします。 

16 再度「いいえ」が選択されていることを確認し、「次へ」 
をクリックします。 

17 「完了」をクリックします。 

ハードウ ュアの 設定が行われ、「再起動」ウィンドウが 
表示されます。 

18 「再起動」をクリックします。 

戶 POINT 

► 「再起動」ウィンドウが表示されると、15秒後に自動 
的に本パソコンが巧起動します。 

しばらくすると本パソコンが再起動します。 

が重ち 

► 「ネットワーク」ウィンドウが表示された場合は、 
「 OK 」 をクリックしてください。次に「コンピユータ 
名」と「ワークグループ」を入力し、「閉じる」をク 
リックします。 
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「日付と時刻のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 



19 日付と時刻を確認し、「閉じる」をクリックします。 

しばらくすると本パソコンが再起動します。 

が重要 

► 「ネットワーク」ウィンドウが表示された場合は、 
「 OK 」 をクリックしてください。次に「コンピュータ 
名」と「ワークグループ」を入力し、「閉じる」をク 
リックします。 

rWindows パスワードの入力」ウィンドウが表示されま 

す。 

20 パスワードを入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

rWindows パスワードの設定」ウィンドウが表示されま 
す。 

21 再度パスワードを入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

「Windows 98 へようこそ」ウィンドウが表示されます。 

戸 POINT 

► システムによっては、「新しいハードウェアの追加 
ウィザード」が表示されることがあります。この場合 
は、「次へ」を4回クリック後、「完了」をクリックし 
てください。 

► 「ディスプレイ」ウィンドウに警告が表示されること 
がありますが、このウィンドウのボタンは操作しない 
でください。 

これで Windows 98 の再インストールは終了です。ここから 
は、本パソコンに合わせて、 Windows 98 の設定を行います。 

■ポータブル CD-ROM ドライブのドライバのインス 
トール（ポータブル CD-ROM ドライブをお使いの 
場合） 

ポータブル CD-ROM ドライブをお使いでない場合は、この 
操作は必要ありません。 

1 Windows 98を終了し、本パソコンの電源を切ります。 
2 パソコン本体にポータブル CD - ROM ドライブを取り付 
けます。 

3 外付けのフロッピーディスクドライブをお使いの場合 
は、パソコン本体に取り付けます。 

4 パソコン本体の電源を入れます。 

「新しいハードウ rn ア追加ウィザード」ウィンドウが表 
示されます。 

5 ポータブ ル CD - ROM ドライブに添付されている フロ ッ 
ピーディスクをセットします。 

6 「次へ」をクリックします。 

7 「使用中の…」をクリックし、「次へ」をクリックします。 
8 「フロッピーディスクドライブ」をチェックし、「次へ」 
をクリックします。 

9 「次へ」をクリックします。 


10 「完了」をクリックします。 

PPOINT 

► 再起動メッセージが表示された場合は、フロッピー 
ディスクを取り出してから「はい」をクリックして< 
ださい。 

■ INF ファイルのインス I ール 

PPOINT 

►イ ンス I —ルの途中で Windows 98 Second Edition CD - 
ROM ラベルの付いたディスクを要求された場合は、 
「ファイルのコピー 元」に 「 c :¥ windows ¥ options ¥ cabs 」 
と指をしてください。 

1 「ドライ/くーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
[ CD-ROM ドライブ]:¥ i nf ¥ cset 845 ¥inf i ns し auto I . exe 

「Ins は llShield (民） ウィザードへようこそ」ウィンドウが 
表示されます。 

4 「次へ」をクリックします。 

「使用許諾契約書」のウィンドウが表示されます。 

5 「はい」をクリックします。 

「民 eadme 情報」のウィンドウが表示されます。 

6 「次へ」をクリックします。 

「InstallShield (民）ウィザードが完了しました」と表示され 
ます。 

7 「コンピュータを今すぐ再起動する。」が選キ尺されている 
ことを確認し、「完了」をクリックします。 

本パソコンが再起動し、ドライバのインストールが開始 
されます。しばらくすると、再起動メッセージが表示さ 
れます。 

8 「はい」をクリックします。 

本パソコンが再起動します。 

9 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

10 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
[ CD-ROM ドライブ] ：¥ inf ¥02 micro ¥02 setup . exe 
「02 CardBus Controller Setup Utility 」 ウィンドウが表示さ 
れます。 

11 「はい」をクリックします。 

再起動7^ッセージが表示されます。 

12 「はい」をクリックします。 

本パソコンが再起動し、「新しいハードウェアの追加 
ウィザード」が表示されます。 

13 「次へ」をクリックします。 
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14 「特定の場所にある..」にチェックを付け、「次へ」をク 
リックします。 

15 「ディスク使用」をクリックします。 

「ディスクからインストール」ウィンドウが表示されま 
す。 

16 「参照」をクリックします。 

「開く」ウィンドウが表示されます。 

17 「ファイル名」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリック 
します。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ lnf ¥02 micro 
18 「ディスクからインストール」ウィンドウで roKj をク 
リックします。 

19 「新しいハードウェアの追加ウィザード」で「次へ」を 
クリックします。 

「次のデバイス用のドライバファイルを検索します。： 
02 Micro OZ 6933/7 11 E 1 CardBus Controller 」 と表示されま 
す。 

20 「次へ」をクリックします。 

只 POINT 

► 「ディスクの挿入」ウィンドウに 「...02 MW 98 SE.CAT 
が見つかりませんでした。」と表示された場合は、 
「ファイルのコピー元：」に c :¥ windows ¥ inf を指定し、 
「 OK 」 をクリックしてください。 

「 PC カード （ PCMCIA ) ウィザード」が表示されます。 

21 「いいえ」を選択し、「次へ」をクリックします。 

「リアルモ'ード PC 力'ードドライバは..」と表示されます。 
22 「いいえ」を選択し、「次へ」をクリックします。 

「 PC カードウィザードが完了しました。」と表示されま 
す。 

23 「完了」をクリックします。 

「新しいハードウュアデバイスに必要な選択したソフト 
ウュアがインストールされました。」と表示されます。 

24 「完了」をクリックします。 

25 「次へ」をクリックします。 

「検索方法を選択してください」と表示されます。 

26 「使用中の…」が選択されていることを確認し、「次へ」 
をクリックします。 

27 「検索場所の指定」をチェックし、次のように入力して 
「次へ」をクリックします。 
c ：^ windows¥inf 

「次のデバイス用のドライバファイルを検索します」と 
表示されます。 

28 「次へ」をクリックします。 

29 「完了」をクリックします。 

「システム設定の変更」ウィンドウが表示されます。 

30 「はい」をクリックします。 

本パソコンが再起動します。 


■ DirectX 8.1 のインストール 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
[ CD-ROM ドライブ]: ¥ other ¥ dx 81¥ dx 81 jpn.exe 
rMicrosoftDirectXS .1 セットアップ」が表示されます。 

メ ッ セージに従ってインストールを 続けて ください。 

■ Internet Explorer 5.01 SP 2 のインス I —ル 

1 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

2 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ os ¥ ie 501¥ ieSsetup . exe 
3 「同意する」を選択し、「次へ」をクリックします。 

この後は、メッセージに従って操作します。 

■ OEM 情報のインス I •'―ル 

1 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

2 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ oemcopy . bat 
3 何かキーを押します。 

MS - DOS プロンプトのタイトルバーに完了と表示されま 
す。 

4 右上の 2 d をクリックし、本パソコンを巧起動します。 
■修正モジュールの追加 

1 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

2 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
[ CD-ROM ドライブ]: ¥0 s ¥ Qfe¥i nsta Il 1 .bat 

戸 POINT 

► インストール途中で「バージョンの競合」が表示され 
る場合は、「はい」をクリックしてインストールを続 
けてください。 

しばらくすると、再起動メッセージが表示されます。 

3 「はい」をクリックします。 

本パソコンが再起動します。 

戸 POINT 

► 必ず本パソコンを再起動してください。 

再起動しないで ins ね112. bat を実行すると、システム 
が正常に動作しなくなることがあります。 

4 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 
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5 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 
[ CD-ROM ドライブ]: ¥0 s ¥ Qfe¥i nsta 11 2. bat 

谷 POINT 

► インストール途中で「バージョンの競合」が表示され 
る場合は、「はい」をクリックしてインストールを続 
けてください。 

しばらくすると、再起動メッセージが表示されます。 

6 「はい」をクリックします。 

本パソコンが再起動します。 

■ DMA の設定 

1 デスクトップ上の「マイコンピュータ」アイコンを右ク 
リックし、「プロパティ」をクリックします。 

2 「デバイスマネージャ」タブの「ディスクドライブ」に 
登録されている 「 GENER に IDE DISKTYPExx 」 をダブ 
ルクリックします。 

谷 POINT 

► XX は、接続するデバイスによって変化します。 

3 「設定」タブの 「 DMA 」 をチェックします。 

警告メ ッ七 ージが表示されます。 

4 「 OK 」 をクリックします。 

5 ウィンドウをすべて閉じ、メッセージにがって本パソコ 
ンを再起動します。 

■ MS - DOS モード用の CD - ROM ドライバを使用しな 
い設定 

ポータブル CD - ROM ドライブを使用する場合、 この 操作は 
必要ありません。 

Windows 98を再インスト ' ールすると、 MS - DOS モ'ード用の 
CD - ROM ドライバが イ ンストールされます。 MS - DOS モード 
で CD - ROM を使用しない場合は、次の操作を行ってくださ 
い。 

1 エディタ（メモ帳など）で C :¥ CONF に. SYS を開き、 CD - 
ROM デバイスの行に 「 rem 」（空白含む）を追加し、 
同名で保存します （XXXXXX 部分は、機種によって異なり 
ます）。 

device = c :¥ realmode 幸 XXXXXX. sys / d ： oemcd 00 l … 

i 

rem device = c ：¥ reaImode ¥ xxxxxx.sys / d ： oemcd 001 
2 本パソコンを再起動します。 


ドライバとアプリケーシヨンのインス!ル 

Windows のインストールが終了したら、ドライノくなどをイン 
ストールしてください。 

■ディスプレイドライバのインス I ^ール 
1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
[ CD-ROM ドライブ] ：¥ display . na ¥ setup . exe 
「 ATI ドライバ七ットアップへようこそ」と表示されます。 
4 「次へ」をクリックします。 

「使用許諾契約」が表示されます。 

5 契約内容を確認し、「はい」をクリックします。 

ディスプレイドライバのインストールが始まります。 
ファイルのコピーが終了すると、「七ットアップの完了」 
が表示されます。 

谷 POINT 

► 「バージョンの競合」ウィンドウが表示された場合は、 
「いいえ」をクリックしてください。 

6 「はい、直ちにコンピュータを再起動します。」を選巧し、 
「完了」をクリックします。 

ディスプレイドライバのインストールボ，格了し、本パソ 
コンが再起動します。 

Ppoint 

► ディスプレイドライバのインス I ルをは、 『 FMV マ 
ニュアル J 1 の「機能」一「ディスプレィ関連」をご覧 
になり、解像度と色数を設をして〈ださい。 

■サウンドドライバのインストール 
1 「スタート」ボタンー「ファイル名を指をして実行」の 
順にクリックします。 

2 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
[ CD-ROM ドライブ ]: ¥sound 

¥ sigmate 1. 2¥ xp 2 kme 98¥ setup.exe 
「SigmaTel AC 97 オーディホドライバ用の InstallShield 
ウィザードへようこそ」と表示されます。 

3 「次へ」をクリックします。 

「...ファイルをコピーしました。」と表示されます。 

4 「はい、今すぐコンピュータを再起動します。」を選択し、 
「完了」をクリックします。 

本 パソコンが 再起動し、 し.インスト'ー ルを完了しまし 
た。」と表示されます。 
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PPOINT 

► インストール中に、「バージヨンの競合」ウィンドウ 
が表示されることがあります。この場合は、「はい」 
をクリックしてインストールを続けて〈ださい。 

5 「完了」をクリックし、1分ほどこの状態で待ちます。 

6 「スタート」ボタンー 「 Windows の終了」の順にクリッ 
クします。 

7 「再起動する」を選キ尺し、 「 OK 」 をクリックします。 

サウンドドライバのインストールが終了し、本パソコン 
が再起動します。 

8 再生時と録音時の音量を設定します。 

設定方法については、 『 FMV マニュァル』の「機能」一 
「その他」をご覧ください。 

■モデムドライバのインストール（モデム搭載モデル） 

1 起動中のすべてのァプリケーションを終了します。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

「ファイル 名を指定して 実行」 ウィンドウが表示されま 
す。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 
[ CD-ROM ドライブ]: ¥ modem¥l ucent ¥ setup . exe 

「モデムドライバをインストールしますか？」と表示さ 
れます。 

4 「 OK 」 をクリックします。 

ファイルのコピーおよびドライバのインストールが行 
われます。 

PPOINT 

► r'Lucent SoftModem Installation Disk ' ラベルの付いた 
ディスクを挿入して 「 OK 」 をクリックしてください。」 
と表示された場合は、 「0 K 」 をクリックして〈ださし、。 
「Lucent SoftModem Installation Disk 上のファイル 
LTSMvxd . cat が見つかりませんでした。」と表示される 
ので、 「[ CD - ROM ドライブ]: ¥ modem ¥ lucent 」 と指定 
して 「 OK 」 をクリックすると、モデムドライバのイン 
ストールは終了します。 

► ドライ/くのインス I ル後に「新しいハードウエアの 
追加ウィザード」が表示された場合は、「次へ」を4 
回クリック後、「完了」をクリックしてください。 

5 モデムの設定を行います。 

設定方法については、 『 FMV マニュァル』の「機能」一 
「通信」をご覧ください。 


■ LAN ドライバのインストール(有線 LAN 搭載モデル） 

1 デスクトップ上の「マイコンピュータ」をちクリックし、 
「プロパティ」をクリックします。 

「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示されます。 

2 「デバイスマネージャ」タブの「その他のデバイス」を 
ダブルクリックし 、 「PCI Ethernet Controller 」 をダブル 
クリックします。 

デバイスのプロパティが表示されます。 

3 「ドライバ」タブの「ドライバの更新」をクリックします。 

「デバイスドライバの更新ウィザード」ウィンドウが表 
示されます。 

4 「次へ」をクリックします。 

5 「現在使巧しているドライバよりさらに適したドライバ 
を検索する（巧奨)」をチ X ックし、「次へ」をクリック 
します。 

6 「検索場巧の指定」をチェックし、その他のチェックを 
外します。 

7 「参照」をクリックします。 

「フォルダの参照」ウィンドウが表示されます。 

8 次のフォルダを選択し、 「 OK 」 をクリックします。 
[ CD-ROM ドライブ];¥ Ian 

9 「検索場所の指定」に上記で選キ尺したフォルダへのパス 
が表示されていることを確認し、「次へ」をクリックし 
ます。 

10 「ドライバのある場所」に次のように表示されているこ 
とを確認し、「次へ」をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ lan ¥ NETRTS 5. INF 

ドライバのインストールが開始されます。 

PPOINT 

► ドライバのインス I ル中に！ ■ iRealtekRTLSISAfA / B / 
C /8130) PC レ Cardbus Fast Ethernet N に Driver Disk ' 
ラベルの付いたディスクを挿入して 「 OK 」 をクリッ 
クしてください」と表示された場合は、 「0 K 」 をク 
リックして「参照」をクリックします。「 [ CD-ROM 
ドライブ]: ¥ lan 」 を選択して 「 OK 」 をクリックし、 
「ファイルのコピー元」に選キ尺したフホルダ名が表示 
されていることを確認し 「 OK 」 をクリックしてくだ' 
さし、。 

►インス I —ルの途中で Windows 98 Second Edition CD - 
ROM ラベルの付いたディスクを要求された場合は、 
「ファイルのコピー元」に 「 c :¥ windows ¥ options ¥ cabs 」 
と指定してください。 

11 インストールが終了したら「完了」をクリックします。 
「今すぐ再起動しますか？」と表示されます。 

12 「ドライバーズ CD 」 を CD - ROM ドライブから取り出し、 
「いいえ」をクリックします。 
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戶 POINT 

► ここで「はい」をクリックして再起動しないでくださ 
い。 

13 「Realtek RTL 8139( A / BA 3/8130) PCI Fast Ethernet N に 
プロパティ」ウィンドウの「閉じる」をクリックします。 
14 「システムのプロパティ」ウィンドウの 「 OK 」 をクリッ 
クしまず。 

「今すぐ再起動しますか？ J と表示されます。 

15 「いいえ」をクリックします。 

戶 POINT 

► ここで「はい」をクリックして再起動しないでくださ 
い。 

16 本パソコンを再起動します。 

戶 POINT 

► 「コンピュータ名」、「ワークグループ」は、ネットワー 
ク管理者に確認して ください。 

■ FUJ 02 B 1 のインス I ル 
1 「ドライバーズ CD」 をセットします。 

2 デスクトップ上の「マイコンピュータ」アイコンを右ク 
リックし、「プロパティ」をクリックします。 
「システムのプロパティ」 ウィンドウが表示され ます。 

3 「デバイスマネージャ」タブをクリックします。 

4 「デバイスマネージャ」内の一覧から「その他のデバイ 
ス」の下の「不明なデバイス」をダブルクリックします。 

谷 POINT 

► 「不明なデバイス」がない場合は、 FUJ 02 B 1 デバイス 
ドライバをインストールする必要はありません。 
「キャンセル」をクリックし、ここで作業を中断して 
ください。 

► 「不明なデバイス」が複数ある場合は、 FUJ 02 B 1 デバ 
イスドライバのインストールが正常に終了するまで、 
すべての「不明なデバイス」について、手順4レ U 降の 
作業を行います。 

すべての「不明なデバイス」について、手順4レ: I 降の 
作業を巧っても、 FUJ 02 B 1 デバイスドライバのイン 
ストールが正常に終了しない場合は、 FUJ 02 B 1 デバ 
イスドライバをインストールする必要はありません。 
「キャンセル」をクリックし、ここで作業を中断して 
ください。 

「不明なデバイスのプロパティ」ウィンドウが表示され 
ます。 


5 「ドライ/く」タブの「ドライバの更新」をクリックします。 

「デバイスドライバの更新ウィザード」ウィンドウが表 
示されます。 

6 「次へ」をクリックします。 

7 「現在使用しているドライバよりさらに適したドライバ 
を検索する（推奨)」を選キ尺し、「次へ」をクリックします。 

8 次のように入力し、「次へ」をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ ]: ¥battery 

FUJ 02 B 1 デバイスドライバが正しく検出されると、ドラ 
イバが見っかったことが表示されます。 

9 正しく検出されたことを確認し、「次へ」をクリックし 
ます。 

只 POINT 

► 「このデバイス用のソフトウエアが見つかりません」 
と表示された場合は、手順4で「デバイスマネージャ」 
の一覧から選択した「不明なデバイス」は、 FUJ 02 B 1 
デバイスではありませんでした。 

「キャンセル」をクリックし、「デバイスドライバの更 
新ウィザード」を終了させてください。 

► 「デバイスマネージャ」に複数の「不明なデバイス」 
がある場合は、かの「不明なデバイス」について、手 
順4レ: I 降の操作を繰り返してください。 

すべての「不明なデバイス」について操作を巧って 
も、 FUJ 02 B 1 デ/くイスが正し〈検出されない場合は、 
FUJ 02 B 1 デバイスドライバをインストールする必要 
はありません。ここで作業を中断して〈ださい。 
FUJ 02 B 1 デバイスドライバのインストールが開始され 
ます。 

10 インストール終了後、「完了」をクリックします。 

11 「閉じる」をクリックします。 

12 roKj をクリックし、「システムのプロパティ」ウィン 
ドウを閉じまず。 

■ Intel SpeedStep のインス I —ル （〔 NA 〕、 
FMV -6120 NU 2、 FMV -6100 MG 2) 

1 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

2 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

■ CNA ] の場合 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ other ¥ iss . na ¥ setup . exe 

■ FMV - 日 120 NU 2、 FMV - 6100 MG 2 の場合 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ other ¥ iss ¥ setup . exe 

「ようこそ」ウィンドウが表示されます。 

3 「次へ」をクリックします。 

「製品ライ七ンス契約」ウィンドウが表示されます。 

4 「はい」をクリックします。 

「セットアップの完了」ウィンドウが表示されます。 
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5 「はい、直ちにコンピュータを再起動します。」をクリッ 
クし、「完了」をクリックします。 

■ BATTERYAID のインス I ル 
1 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

2 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ] ：¥ battery ¥ setup . exe 
3 「次へ」をクリックします。 

この後は、メッセージに従って操作してください。 

■省電力の設定 

1 「スタート」ボタンー「設を」一「コント ロール パネル」 
の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

2 「電源の管理」をダブルクリックします。 

「電源の管理のプロパティ」ウィンドウが表示されます。 

3 次のように設定します。 

-「電源設定」タブ 

電源設定：ポータブル/ラップトップ 
電源に接続 

システムスタンバイ：なし 
モニタの 電源を切る： 20分後 
ハードディスクの電源を切る：なし 
バッテリを使用中 

システムスタンバイ：25分後 
モニタの 電源を切る：20分後 
ハードディスクの電源を切る：なし 
• 「アラーム」タブ 
バッテリ低下アラーム：13〇/〇に設定 
バッテリ切れアラーム： 3%に設定 
•「 BATTE 民 YAID (2/2)」 タブ 
「アイコンをタスクバーに表示する」のチェックを外 
す 

-「詳細」タブ 

「スタンバイ状態から回復するときにパスワードの入 
力をホめる」のチェックを外す 
電源ボタン 

ポータブルコンピュータを閉じたとき：スタンバイ 
コンピュータの電源ボタンを押したとき：スタン 
バイ 

-「休止状態」タブ 

「休止状態をサポートする」にチュックを付ける 

4 「 OK 」 をクリックします。 


■その他のアプリケーション/ドライバのインス I ■'ール 

『 FMV マニュアル』または「ドライバーズ CD 」 内の indexcd.htm 
をご覧になり、お使いになるアプリケーション、ドライバを 
インストー/レしてください。 

戶 POINT 

► カスタムメイドオプションのアプリケーションにつ 
いては、 『 FMV マニュアル』内の『アプリケーション 
補足説明書 J ] を参照してください。 
►アプリケーション、ドライバのインストール後、必ず 
「ソフトウェアライブラリ」をアップデートしてくだ 
さし、。 

■ソフトウェアライブラリのアップデート 

添付ソフトなど新たにソフトウュアをインストールした場 
合、アプ y ケーションによっては追加された MFC ライブラ 
リをアップデートする必要があります。 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の 
順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ os¥l ibupd ¥ speu . exe 
4 本パソコンを巧起動します。 

■再インストール後 

アプリケーション、ドライバを追加した場合、必ず「ソフト 
ウェアライブラリ」をアップデートしてください。 
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お FpI い合わせ先 

下記の連絡先へお問い合わせ〈ださい。なお、お問い合わせ 
の際は、あらかじめ機種名、 MODEL 、 ご利用環境について 
確認して〈ださい。 

■機種名と MODEL の表記場所 

パソコン 本体のラベルに記載されています。 

機種名 
MODEL 



■連絡先 


こんなときには 

こちらへ 

* 添付品の不備 

ご購入元にご相談ください。 

-故障かなと思わ 

富±通パソコン情報サイト 

れたとき 

FMWORLD.NET 

( http : // WWW . fmworld . net /) 内の 
『FMV マニュアル』 に記載されている 
「トラブルシューテ ィング」をご覧く 

ださい。 

X 『 FMV マニュアル』は、「スタート」ボ 
タンー「（すべての）プログラム」一 「FMV 
マニュアル J からご覧いただけます。 

それでも解決できない場合は、ご贈 

入元にご相談いただくか、または「富 

±通パーソナル製品に関するお問合 
せ窓口」^にお問い合わせください。 

• FM シリーズの技 

• 富±通パソコン情報サイト 

術的なご質問.ご 

FMWORLD.NET 

相談 

( http :// www . fmworld . net /) 内の 

• 本パソコンにイ 

『FMV マニュアル』をご覧くださ 

ンストールされ 

い。 

ているソフト 

• ソフトウェアのお問い合わせ につ 

ウュアのお問い 

きましては、 阳 MV マニュアル』の 

合わせ 

「トラブルシューティング」に記載 

されている 「ソフトウェアのお問 

い合わせ一費」 をご覧ください。そ 
れでも不明な点がございました 

ら、「富±通パーソナル製品に関す 
るお問合せ窓 口」^ にお問レ、合わせ 
ください。 


^ :「富±通パーソナル製品に関するお問合せ 窓口」： 
0120-950-222 (フリーダイヤル） 

-おかけ間違いのないよう、ご注意ください。 

. ダイヤル後、音声ガイドに従い、ボタン操作を行って 
ください。お客様の相談内容によって、各窓口へご案 
内いたします。 

. 営業時間9:00〜17:00 (±.日.祝日およびシステムメ 
ンテナンス日を除く）。 

■情報 サービス 

また、次の方法で情報サービスを行っております。 


富±通パソコン 

FAX サービス 

(カタログ） 

043-299-3642 (千葉） 

06-6949-3270 (大阪） 

インターネット 

(製品の技術情報、 

Q & A 情報） 

富±通パソコン情報サイト 

FMWORLD.NET 

http : // www . imworld . net / 
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嚇 


本製品は JEtA 「 PC グリーンラベル制度」の 
審査基準た日日1年度赋を満たしています。 
詳細は、 Web サイト http :// www . jeita . or.jp 
をご覧ください。 
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このマニュアルは再生紙を使用しています。 
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